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すいたんすいこう

福田唯志

日々かりめろ

イバラッパー

ＫＡＺＵＭＩ

瓜連おはやし保存会

額田通り囃
ばやし

子保存会

コマキ　フラ

宮下とし子

まついえつこwith今村一貴

那珂市民吹奏楽団

イバライガー

　

４
月
15
日
か
ら
５
月
３
日
ま
で
、

日
本
さ
く
ら
名
所
１
０
０
選
の
１
つ

に
数
え
ら
れ
る
静
峰
ふ
る
さ
と
公
園

で
、
八
重
桜
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
八
重
桜
の
満
開
を
迎
え

た
４
月
22
、
23
日
は
、
水
上
ス
テ
ー

ジ
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
、
各
団
体
の
発
表
な
ど
数

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
大

き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ

に
よ
る
夜
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
行
わ

れ
、
色
と
り
ど
り
の
明
か
り
に
彩
ら

れ
た
幻
想
的
な
景
色
に
、
多
く
の
か

た
が
目
を
奪
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

♪八重桜まつりナイトライブ♪ 八
重
桜
ま
つ
り
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♪まつりを盛り上げるステージの数々♪



　

ま
つ
り
期
間
中
の
４
月
29
日
、静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
で「
モ

デ
ル
撮
影
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
４
回
と
な
っ
た
今
回
は
、
２
０
１
７
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー

ス
・
ジ
ャ
パ
ン
茨
城
大
会
準
グ
ラ
ン
プ
リ
の
薄
井
し
お
里
さ

ん
と
同
Ｔ
Ｏ
Ｐ
７
の
安
藤
友
さ
ん
に
モ
デ
ル
を
務
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
事
前
応
募
を
含
む
53
人
の
か
た
が
参

加
し
、「
モ
デ
ル
と
桜
」
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
カ
メ
ラ
に
収
め
て
い
ま
し
た
。

満開の桜の下で
モデル撮影会

安藤　友さん

薄井　しお里さん

～八重桜の下で 510 人が華やかに舞う～

よさこいソーラン

夢ＡＫＡＲＩ
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那珂市特産品
ブランド認証品募集！

平成29年度

那珂市特産品ブランド推進協議会事務局（商工観光課内）
☎２９８ー１１１１（内線２４３・２４４）

問い合わせ

　

認
証
さ
れ
た
商
品
に
は
、

認
証
シ
ー
ル
を
貼
る
こ
と

が
で
き
る
よ
♪

　市では、産業の振興と元気で活力のあるまちづくりの取り組みの１つ

として、平成26 年度より「那珂市特産品ブランド認証制度」を実施し

ています。応募された商品は、那珂市特産品ブランド認証委員会が那

珂市らしさといった認定基準により審査・選定し、那珂市特産品ブラ

ンド推進協議会が認証します。

　今年度も新たに認証商品を募集しますので、奮ってご応募ください。

㈲青柳製菓

かぼちゃまんじゅう

七
ななうん

運クグロフパン

パン工房　シャンテ

肉のヤマダ　

ひまわりコロッケ

㈲つぼ焼おおがね

焼どーなつ

㈲つぼ焼おおがね

額田城

㈲つぼ焼おおがね

つぼ焼

ひまわりの丘

シフォンケーキ

ル・コースイ

にこにこおはな

ひまわりの丘

ひまわりっこなめらかプリン

ひたちなか・東海・那珂ほしいも協議会

干し芋（泉13号・べにはるか）

クロサワ本舗㈲

黄
こがねいずみ

金泉クロサワ本舗のやわらか干いも

パン工房　シャンテ

大地の恵七
ななうん

運カレーパン

㈲青柳製菓

ひまわりの詩
うた

那珂銘菓
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平成28年度認証事業者の声平成28年度認証事業者の声

商品の認知度が
上がり、人気が
出てきた。

マスコミや広報
誌などで取り上
げてもらえる機
会が増えた。

商品に認証シール
を貼ることで、他
社商品との差別化
ができた。

認
証
の
特
典

○
商
品
へ
の
認
証
マ
ー
ク
の
表
示

○�

認
証
品
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
自
社
に
よ
り
行

う
場
合
、
認
証
マ
ー
ク
の
一
定
の
ル
ー
ル
に
基

づ
く
使
用

○「
広
報
な
か
」で
商
品
紹
介

○�

市
役
所
特
産
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
展
示

○�

那
珂
市
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
が
行
う

Ｐ
Ｒ
活
動
で
の
広
報
・
宣
伝

対
象
と
な
る
商
品

○�

那
珂
市
産
の
農
産
物
を
原
料
と
し
た
加
工
食
品

○
那
珂
市
内
で
製
造
さ
れ
た
加
工
食
品

○�

那
珂
市
産
の
農
産
物

※�

１
年
以
上
継
続
し
て
製
造
・
生
産
・
販
売
し
て

い
る
商
品
　

認
証
期
間
　

３
年
間

申
請
資
格

○�

那
珂
市
産
の
農
産
物
を
原
料
と
し
、
市
外
で
加

工
し
て
い
る
市
内
の
事
業
者

○�

那
珂
市
内
で
加
工
食
品
を
製
造
し
て
い
る
事
業
者

○�

那
珂
市
産
の
農
産
物
の
生
産
者
組
織
団
体

※�

１
事
業
者
に
つ
き
、１
商
品
限
り
（
新
規
申
請
）

申
請
方
法

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
商
工
観
光

課
窓
口
ま
た
は
郵
送
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
請
書
は
、
商
工
観
光
課
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す

申
請
期
間
　

７
月
３
日
（
月
）
～
31
日
（
月
）

※
郵
送
の
場
合
消
印
有
効

※�

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

千葉酒店

七
ななうん

運ブレンドコーヒー

ゆめ工房　暖

ピクルス

㈱やぎぬま農園

那珂パパイヤと梅のシロップ

㈱がんこ一番

向
ひ ま わ り

日葵香
ドレッシング

味油

木内酒造（資）

しぼりたて菊盛　山田錦　純米吟醸

市商工会

ひまわりオイル

常陸農業協同組合那珂営農経済センター

那珂かぼちゃ

㈱やぎぬま農園

那珂パパイヤ

常陸ハイエッグ㈲

ひまわりっこ

平野農園

納豆平野農園産大豆100％

ふれあいファーム芳野

よしの美人青大豆豆腐

ふれあいファーム芳野

よしの美人青大豆味
み そ

噌

平成28年度認証事業者の声

木内酒造（資）

常陸野ネストビール ニッポニア
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歴史民俗資料館だより

飯
田
村
関
係
の
村
絵
図
は
、
１
枚
も
の
や
冊
子
型
の
も
の
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、
水
戸
藩
が
行
っ
た
天
保
検
地
に
伴
い
藩
命

を
受
け
て
作
成
さ
れ
た
『
天
保
経
界
飯
田
村
田
畠
図
面
』（
嘉か
え
い永
元
年

（
１
８
４
８
）、
鈴
木
洋
家
所
蔵
）
を
基
本
と
し
て
江
戸
時
代
の
飯
田
村
の

姿
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
絵
図
は
庄し
ょ
う
や屋

大
和
田
源
右
衛
門
貞
方
が
描

き
、
庄し
ょ
う
や屋

を
は
じ
め
組
頭
青
山
姓
の
四
郎
介
・
平
兵
衛
・
源
三
郎
・
兵
四
郎
・

長
次
衛
門
の
連
名
で
藩
へ
報
告
し
て
い
ま
す
。
図
面
は
冊
子
型
で
、
は
じ

め
に
一
村
惣そ
う
ず図

と
し
て
見
開
き
で
村
全
体
を
描
き
、
続
い
て
字
ご
と
に
一

筆
ず
つ
番
地
、
所
有
者
、
土
地
の
等
級
、
面
積
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

◀
『
天
保
経
界
飯
田
村
田
畠
図
面
』
表
紙

◀
『
天
保
経
界
飯
田
村
田
畠
図
面
』
よ
り
飯
田
村
一
村

大洞ため池

国道 118 号線

水 

鳥
「
飯
田
村
検
地
絵
図
」
を
楽
し
む
（
前
編
）

27
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天
保
経
界
飯
田
村
田
畠
図
面
中
央
の
大

洞
た
め
池
か
ら
見
て
み
よ
う
。
た
め
池
は

２
面
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
た
め
池
が
い

つ
、
だ
れ
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
か
は
定

か
で
は
な
い
。
大
和
田
家
の
嘉
永
２
年

（
１
８
４
９
）『
古
今
溜た
め

池
江
筋
道
普
請
積
』

に
は
享
き
ょ
う
ほ
う保２

年
（
１
７
１
７
）
の
大
洞
上

た
め
池
の
広
さ
は
５
７
９
１
坪
、
下
た
め

池
は
３
７
１
２
坪
と
あ
る
。
ま
た
、
同
文

書
中
の
宝ほ
う
れ
き暦

６
年
（
１
７
５
６
）
の
記
録

と
し
て
分
洞
下
た
め
池
が
あ
り
、
そ
の
広

さ
は
４
３
５
６
坪
と
あ
る
。
こ
の
分
洞
た

め
池
は
さ
ら
に
２
番
た
め
池
か
ら
７
番
た

め
池
ま
で
の
記
録
が
あ
る
。
大
洞
た
め
池

の
補
修
工
事
の
記
録
と
し
て
は
安あ
ん
せ
い政
２
年

（
１
８
５
５
）
８
月
の
『
大
洞
溜た
め

池
鋪
浚

御
普
請
日
記
』
が
残
さ
れ
て
い
る
。「
新

た
め
池
」
の
増
設
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は

荒
れ
地
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
時
「
分
洞
た
め
池
」
は

す
べ
て
飯
田
村
の
範
は
ん
ち
ゅ
う疇

に
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
現
在
は
「
分
洞
た
め
池
」
は
飯

田
分
、「
文
洞
た
め
池
」
は
鴻
巣
分
と
な
っ

て
お
り
、
俗
に
「
七
つ
た
め
」
と
称
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
の
た
め
池
の
水
源
は
、
後
背
に
あ
る

大
き
な
御
立
山
（
藩
の
持
ち
山
、
面
積
１

町
歩
強
）
の
「
熊
ノ
森
」
で
あ
る
。
大
洞

た
め
池
や
分
洞
た
め
池
の
水
を
補
っ
て
い

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
か
な
り
の
保
水
力

を
持
ち
、
わ
き
水
を
誇
っ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。と
こ
ろ
が
、文ぶ
ん
せ
い政

６
年（
１
８
２
３
）

に
飯
田
村
か
ら
戸
村
御
立
山
谷
津
へ
の
新

た
め
池
設
置
の
願
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。

「
当
村
の
内
に
は
出
水
が
無
い
。
雨
水
た

め
池
２
か
所
は
あ
る
が
日
照
り
に
な
る
と

田
圃
は
1
日
で
水
が
枯
れ
て
し
ま
う
。
５

日
も
照
り
続
く
と
苗
代
田
の
水
も
使
い
切

り
、
た
め
池
の
保
水
も
良
く
な
く
、
ま
る

で
干
ば
つ
の
年
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま

い
、
百
姓
を
続
け
て
い
く
の
に
至
極
難
渋

し
て
い
る
（
要
約
）」
と
。
し
か
し
、
実

際
に
は
他
村
に
計
画
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
、
こ
の
計
画
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

な
お
、
こ
の
大
洞
た
め
池
の
堤
上
に
は

「
桜
樹
」
が
植
え
ら
れ
て
い
た
。
大
和
国
奈

良
県
芳
野
郷
か
ら
の
苗
で
あ
っ
た
と
い
わ

れ
る
が
、
紀
伊
の
吉
野
桜
で
あ
っ
た
も
の

を
、元
の
「
吉
野
」
を
は
ば
か
っ
て
「
芳
野
」

と
言
い
換
え
た
か
と
も
思
わ
れ
る
。
明
治

22
年
（
１
８
８
９
）
の
新
市
町
村
制
に
よ

り
飯
田
村
・
鴻
巣
村
・
戸
崎
村
が
合
併
し

た
際
の
村
名
「
芳
野
」
は
、
た
め
池
畔
の

桜
樹
群
を
た
た
え
て
命
名
さ
れ
た
と
い
わ

れ
る
。
昭
和
20
年
代
ま
で
は
、
小
学
１
年

生
の
春
の
遠
足
の
名
所
で
あ
っ
た
。

た
。
興
隆
院
は
飯
田
村
の
修
験
で
、
同
じ

修
験
の
三
極
院
（
下
新
田
）
か
ら
分
か
れ

た
も
の
で
あ
る
。
戸
崎
村
の
鎮
守
鹿
嶋
神

社
の
神
官
を
務
め
た（
神
仏
習
合
の
一
例
）。

●
大
洞
た
め
池

　

大
洞
た
め
池
の
後
背
に
は
筑
波
神
社
が

鎮
座
し
て
い
る
。
宮
前
を
戸
崎
方
面
へ
走

る
道
路
の
北
側
に
「
御
寄
附
静
安
寺
」
と

あ
り
、南
側
に「
御
寄
附
興
隆
院
」と
あ
る
。

静
安
寺
は
正
し
ょ
う
へ
い平７
年
（
１
３
５
２
）
に
佐

竹
義
篤
（
法
名
浄
喜
）
が
父
貞
義
の
菩ぼ
だ
い提

を
弔
う
た
め
に
静
神
社
境
内
に
神
宮
寺
と

し
て
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
水
戸
藩
主

光
圀
に
よ
り
寛か
ん
ぶ
ん文
８
年
（
１
６
６
８
）
に

飯
田
村
に
引
き
寺
さ
れ
、
さ
ら
に
26
年
後

の
元げ
ん
ろ
く禄
７
年
（
１
６
９
４
）
に
戸
崎
村
の

洞
前
溜
池
北
方
台
地
に
移
っ
た
が
、
こ
の

わ
ず
か
な
間
に
再
び
移
転
さ
れ
た
理
由
は

定
か
で
は
な
い
。天て
ん
ぽ
う保

年
間
に
廃
寺
と
な
っ

●
静
安
寺
と
興
隆
院

▲字「熊野後」

筑波神社
熊ノ森

大洞ため池

静安寺御寄附地

興隆院御寄附地

▲『大洞溜
ため

池鋪浚御普請日記』

「
御
寄
附
」
の
意
味
が
定
か
で
は
な
い
が
、

こ
の
『
検
地
絵
図
』
や
『
上
飯
田
原
寺
院

有
地
』
に
は
上
新
田
東
の
北
に
当
た
る
上

飯
田
原
全
域
お
よ
び
隣
接
す
る
上
新
田
西

地
域
の
一
部
に
も
両
方
の
「
御
寄
附
地
」

が
記
さ
れ
て
い
る
（
静
安
寺
御
寄
附
地
は

中
新
田
に
も
あ
る
）。
こ
れ
か
ら
す
る
と
、

静
安
寺
は
上
飯
田
原
あ
る
い
は
上
新
田
西

に
移
さ
れ
て
い
た
と
考
え
た
い
。

　

ま
た
、
こ
の
上
飯
田
原
に
「
備
前
山
館

跡
」
が
あ
っ
た
。『
水
府
志
料
』
に
は
「（
古

屋
敷
を
）
備
前
山
と
称
す
、
何
人
の
居
住

す
る
こ
と
を
知
ら
ず
」
と
あ
る
。
江
戸
時

代
中
ご
ろ
に
、
す
で
に
由
来
は
不
明
と
な
っ

て
い
た
が
、
現
在
一
部
に
浅
い
堀
と
土
塁
が

残
さ
れ
て
い
て
そ
の
面
影
を
伝
え
て
い
る
。

▲字「上飯田原」

静安寺御寄附地

興隆院御寄附地

問い合わせ　☎ 297 － 0080
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熊
ノ
森
に
囲
ま
れ
る
よ
う
に
「
筑
波

神
社
」
が
見
え
る
が
、
元
は
熊
野
権
現

で
あ
っ
た
。
中
世
以
降
山
岳
信
仰
が
盛

ん
に
な
る
に
つ
れ
、
特
に
熊
野
権
現
の

御お

し師
は
盛
ん
に
全
国
へ
布
教
に
出
向
い

た
。
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
熊
野
神
社
が

建
立
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
社
伝
で
は
、

元げ
ん
こ
う亨
年
中
（
１
３
２
１
～
１
３
２
３
）

に
紀
州
熊
野
本
宮
か
ら
分
霊
さ
れ
た

と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
飯
田
村
の
領
主

で
あ
り
深
く
熊
野
権
現
を
信
仰
し
て
い

た
掛
札
幹
久
の
勧
か
ん
じ
ょ
う請
に
よ
る
と
思
わ
れ

る
。
掛
札
氏
は
、
字
楯
の
内
に
館
を
構

え
て
勢
力
を
張
っ
た
領
主
で
あ
る
。
大

和
田
家
文
書
の
元
禄
３
年
（
１
６
９
０
）

６
月
記
録
の
『
鎮
守
等
書
上
控
』
に
よ

る
と
神
体
は
木
像
３
体
、
別
当
は
久
福 ▲現在の筑波神社　後方に愛宕神社

●
熊
野
権
現

寺
、
社
殿
は
板
葺ぶ

き

と
あ
る
。

　

水
戸
藩
主
斉
昭
の
社
寺
改
革
に
よ
り

天
保
15
年
（
１
８
４
４
）
か
ら
「
筑
波

神
社
」
と
改
称
さ
れ
る
と
と
も
に
純
粋

に
神
官
祭さ
い
し祀

と
な
り
、
鴻
巣
村
の
奈
治

原
民
部
が
神
官
を
務
め
た
（
神
仏
分
離

の
一
例
）。
た
だ
し
、
な
ぜ
筑
波
神
社
と

な
っ
た
の
か
は
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
の
熊
野
権
現
の
祭さ
い
し祀

は
元
禄
13

年
（
１
７
０
０
）、
水
戸
藩
主
光
圀
が

一
乗
院
を
水
戸
吉
田
台
町
か
ら
引
き
久

福
寺
は
廃
さ
れ
た
。
こ
の
こ
ろ
、
鴻
巣

村
に
藤
原
氏
系
の
修
験
（
山
伏
）
三
極

院
宥
孝
が
い
た
。
飯
田
村
の
新
田
開
発

が
な
っ
た
寛
文
３
年
（
１
６
６
３
）
ご

ろ
に
飯
田
村
へ
移
り
住
ん
だ
。
こ
の
三

極
院
が
、
熊
野
権
現
の
別
当
と
な
っ
て

祭さ
い
し祀

を
務
め
て
い
た
が
、
村
役
人
の
嘆

願
も
あ
っ
て
引
き
寺
さ
れ
た
一
乗
院
が

祭さ
い
し祀
者
と
な
っ
た
。

●�

藤
田
幽
谷
・
東
湖
顕
彰
碑
と
藤
田
家

　

熊
ノ
森
の
中
に
あ
る
中
島
の
宮
ノ
台

に
は
昭
和
12
年
（
１
９
３
７
）
に
、
芳

野
村
在
郷
軍
人
が
中
心
と
な
っ
て
建
立

し
た
藤
田
幽
谷
・
東
湖
顕
彰
「
尊
王
遺

烈
」
の
碑
が
あ
る
。
大
陸
と
の
関
係
が

風
雲
急
を
告
げ
る
中
、
先
人
の
精
神
を

承
け
て
村
民
一
致
し
、
難
局
に
当
た
ろ

う
と
の
決
意
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
武
田
耕
雲
斎
の
子
孫
や
豊
田

芙
雄
、
芳
野
小
学
校
職
員
一
同
ら
の
名

も
見
え
る
。

　

ま
た
、
こ
の
墓
地
に
は
棒
術
の
指
南

富
田
兵
左
衛
門
顕
彰
碑
も
あ
っ
た
。
門

人
な
ど
７
０
０
人
余
り
が
師
恩
に
報
い

よ
う
と
建
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

平
成
28
年
（
２
０
１
６
）
に
故
あ
っ
て

破
壊
撤
去
さ
れ
た
。

　

藤
田
家
は
字
中
島
に
あ
り
、
代
々
修

験
者
で
あ
り
相
応
の
資
産
も
あ
っ
た
が

そ
の
後
農
業
を
専
ら
と
し
金
衛
門
を
称

し
た
。
一
乗
院
境
内
に
建
立
さ
れ
た
安

永
年
間
の
飢き
き
ん饉
犠
牲
者
供
養
塔
に
は
浄 ▲顕彰碑

財
寄
進
者
と
し
て
金
衛
門
の
名
も
刻
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
経
営

は
進
ま
ず
、
幽
谷
の
祖
父
の
代
に
水
戸

へ
分
家
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
家
は
幕

末
の
安
政
年
間
に
火
災
に
遭
い
資
産
を

失
い
、
ま
た
後
継
者
も
病
弱
が
続
き
、

後
藤
氏
を
め
と
っ
て
数
人
の
子
を
も
う

け
る
も
皆
夭よ
う
せ
つ折

し
て
後
継
者
を
失
っ
て

断
絶
と
な
っ
た
（『
常
総
新
聞
』
大
正

３
年
４
月
５
日
付
）。
現
在
旧
家
跡
に

は
古
井
戸
の
み
が
残
り
、
そ
こ
に
は
東

湖
歿ぼ
つ

後
１
０
０
年
を
記
念
し
て
石
柱
が

立
て
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　

▲旧　藤田家井戸に立つ石柱

歴史民俗資料館だより
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歴
史
民
俗
資
料
館
　

☎
２
９
７
・
０
０
８
０

問
い
合
わ
せ

▼
新
刊
の
お
知
ら
せ

　

那
珂
市
史
編
さ
ん
委
員
会
で
は

「
郷
土
の
古
代
史
を
知
り
た
い
」
と

い
う
市
民
の
声
に
応
え
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
の
発
掘
調
査
に
加
え
最
新
の

調
査
の
結
果
判
明
し
た
新
知
見
を
盛

り
込
ん
だ
『
発
掘
調
査
で
甦
よ
み
が
える
古
代

の
那
珂
市
』
を
発
刊
し
ま
し
た
。
写

真
や
図
版
を
多
く
掲
載
し
大
変
読
み

や
す
い
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆�

内
容
　

先
土
器
時
代
・
縄
文
時
代
・

弥
生
時
代
・
古
墳
時
代
・
飛
鳥
～

平
安
時
代
・
鎌
倉
～
室
町
時
代
の

遺
跡
解
説
、
下
大
賀
遺
跡
調
査
概

略
、
堀
之
内
館
跡
Ⅱ

◆
形
状
　

Ａ
４
版
　

79
ペ
ー
ジ

◆
価
格
　

１
０
０
０
円
（
税
込
）

◆�

取
扱
い
　

歴
史
民
俗
資
料
館
、
生

涯
学
習
課（
瓜
連
支
所
）、
中
央
公

民
館
、
市
立
図
書
館

●
大
和
田
家

� 　

「
打
出
」
は
庄し

ょ
う
や屋
大
和
田
家
の
在
る

字
名
で
あ
る
。
大
和
田
家
は
北
条
氏
の

家
臣
で
下
総
大
和
田
庄
に
移
り
、
天
て
ん
し
ょ
う正

年
間
（
１
５
８
０
年
代
）
に
伊
賀
守
貞

宗
が
飯
田
の
掛
札
館
跡
へ
居
住
し
佐
竹

氏
に
仕
え
た
。佐
竹
氏
の
秋
田
移
住
後
、

貞
宗
・
源
右
衛
門
父
子
ら
が
打
出
に
移

り
農
民
と
な
っ
た
。
貞
宗
の
弟
家
貞
は

秋
田
へ
移
っ
て
い
る
。

　

大
和
田
家
が
字
打
出
に
在
り
、
1
番

地
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
こ
か
ら
検
地
の

測
量
「
打
ち
出
し
」
が
開
始
さ
れ
た

地
点
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
大
和
田

家
文
書
に
は
藩
政
初
期
の
寛か
ん
え
い永

18
年

（
１
６
４
１
）
に
行
わ
れ
た
『
寛
永
検

地
帳
』
や
天
保
期
に
行
わ
れ
た
『
検
地

帳
』
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
大
和
田
源

右
衛
門
宅
に
は
藩
主
光
圀
や
斉
昭
な
ど

歴
代
藩
主
は
帰
国
巡
村
の
お
り
に
立
ち

寄
っ
て
い
る
。
そ
の
際
に
提
出
し
て
い

る
大
和
田
家
の
由
来
を
ま
と
め
た
『
由

緒
書
上
帳
』（
安
政
３
年
（
１
８
５
６
））

が
残
っ
て
い
る
。

【
後
編
に
続
く
】

▶
大
和
田
家
『
由
緒
書
上
書
』

▶
字
「
打
出
」 大和田家

『
那
珂
町
の
近
世
村
絵
図
』

　

文
中
で
紹
介
し
た
絵
図
は
、
平
成
14

年
に
那
珂
町
教
育
委
員
会
が
発
刊
し
た

『
那
珂
町
の
近
世
村
絵
図
』
に
掲
載
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

現
在
の
大
字
は
お
お
よ
そ
江
戸
時
代

の
村
に
当
た
り
ま
す
。
各
村
で
は
村
運

営
の
た
め
、
目
的
に
合
わ
せ
た
村
絵
図

が
作
ら
れ
ま
し
た
。市
内
に
は
こ
の『
水

鳥
』
で
紹
介
し
た
飯
田
村
絵
図
の
ほ
か

に
、
各
村
の
村
絵
図
が
現
存
し
、
庄し
ょ
う
や屋

な
ど
を
務
め
た
家
に
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
。『
那
珂
町
の
村
絵
図
』
で
は
、
そ

れ
ら
を
地
区
ご
と
に
ま
と
め
、
掲
載
し

て
い
ま
す
。
　

　

村
絵
図
か
ら
は
、
田
畑
、
水
路
や
山

な
ど
、
当
時
の
土
地
利
用
の
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
古
文
書
に
な
じ
み
の
な
い
か
た
も

村
絵
図
を
現
在
と
比
較
し
な
が
ら
読
み

解
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

那
珂
町
の
近
世
村
絵
図

◆�
内
容
　

神
崎
・
額
田
・
菅
谷
・
五
台
・

戸
多
・
芳
野
・
木
崎
地
区
の
村
絵
図

◆
価
格
　

１
３
０
０
円
（
税
込
）

◆
取
扱
い
　

歴
史
民
俗
資
料
館

問い合わせ　☎ 297 － 0080
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会計名 予算現額
(A)

収入済額
(B)

支出済額
（C)

収入割合
(B)/(A)

支出割合
（C)/(A)

国民健康保険
( 事業勘定 ) 67 億 7301 万 4千円 60 億 4154 万 7千円 60 億 4396 万 1千円 89.2% 89.2%

下水道事業 21億 1940 万 6千円 7億 6864 万 8千円 17 億 3079 万 6千円 36.3% 81.7%
公園墓地事業 1400 万円 1134 万 2千円 288 万 4千円 81.0% 20.6%
農業集落排水
整備事業 9億 481 万 4千円 2億 7048 万 6千円 5億 9742 万 9千円 29.9% 66.0%

介護保険
( 保険事業勘定 ) 44 億 5952 万 7千円 43 億 6161 万円 39 億 1975 万 8千円 97.8% 87.9%

上菅谷駅前地区
土地区画整理事業 1億 3700 万円 266 万 6千円 1億 3367 万 5千円 1.9% 97.6%

後期高齢者医療 5億 4663 万 1千円 5億 4426 万 3千円 5億 2923 万 4千円 99.6% 96.8%
合計 149 億 5439 万 2千円 120 億 56 万 2千円 129 億 5773 万 7千円 80.2% 86.6%

平成 28 年度下半期

那珂市の財政事情
財政課財政グループ
☎２９８ー１１１１
（内線５２２・５２３）

問い合わせ

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
政
運
営
の
状
況
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
２
回
（
9
月
末
と
3
月
末
）、
財
政

事
情
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
地
方
自
治
体
で
は
、
最
終
的
な
決
算
額
は
５
月
末
日
に
確
定
す
る
た
め
、
今
月
号
で
は
３
月

末
現
在
で
の
予
算
の
執
行
状
況
や
市
有
財
産
の
現
在
高
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
、
福
祉
や
教
育
、
土
木
な
ど
に
係
る

市
の
基
本
的
な
経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
県
支
出
金
の
交
付
や
市
債
の
借
り
入

れ
が
事
務
手
続
き
の
都
合
で
４
月
以
降
に
な
る
た

め
、収
入
割
合
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
歳
出
で
は
、

出
納
整
理
期
間
に
支
払
わ
れ
る
予
定
の
ほ
か
、
翌
年

度
に
繰
り
越
し
て
行
う
事
業
が
あ
る
た
め
、
支
出
割

合
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

※�

出
納
整
理
期
間
と
は
、
会
計
年
度
末
（
３
月
31
日
）
ま
で

に
確
定
し
た
債
権
・
債
務
を
完
了
さ
せ
、
現
金
の
未
収
・

未
払
い
を
処
理
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、
翌
年
度

の
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
の
期
間
を
い
い
ま
す

◆
一
般
会
計

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
に
つ
い

て
、
特
定
の
歳
入
歳
出
に
よ
り
収
支
経

理
を
行
う
た
め
、
一
般
会
計
と
は
別
に

設
け
て
い
る
会
計
で
す
。

歳
入
で
は
、
下
水
道
事
業
な
ど
で
の

市
債
の
借
入
れ
や
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
れ
、
国
庫
支
出
金
の
交
付
が
、
歳
出

で
は
、
公
園
墓
地
事
業
で
の
一
般
会
計

へ
の
繰
出
し
が
、
そ
れ
ぞ
れ
事
務
手
続

き
の
都
合
で
４
月
以
降
に
な
る
こ
と
か

ら
収
入
・
支
出
割
合
が
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。

◆
特
別
会
計

※その他…�利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、
自動車取得税交付金、地方特例交付金、ゴルフ場利用税
交付金、財産収入、交通安全対策特別交付金、寄付金

2億 4030 万円
2億 6612 万 5千円
7億 7625 万 4千円
7億 8675 万 7千円

2億 6832 万 9千円
2億 5315 万 7千円
1億 9568 万 1千円
2億 595 万 8千円

27億 4182 万 5千円
22億 2548 万 2千円

13億 5214 万 9千円
5億 1024 万 6千円

1498 万 2千円
858 万円

９億 7679 万円
9億 7679 万 1千円

4億 1526 万 4千円
4億 807 万 2千円

19億 3036 万 3千円
8億 4426 万 3千円

2億 1785 万 3千円
1億 9764 万 6千円

市税

地方譲与税

地方消費
税交付金

地方交付税

分担金および
負担金

使用料および
手数料

国庫支出金

県支出金

繰入金

繰越金

諸収入

市債

その他

※その他…諸支出金、予備費

1382 万円
334 万 1千円

災害復
旧費

23億 7043 万 3千円
13億 718 万 9千円土木費

10億 1700 万 2千円
9億 8244 万 5千円消防費

22億 442 万 7千円
17億 5757 万 1千円教育費

17億 6959 万 3千円
17億 3104万 9千円公債費

4365 万 4千円
86万 4千円

その他

3億 3940 万 7千円
1億 7839 万 3千円商工費

8億 1186 万 3千円
４億 2251 万 6千円

農林水
産業費

11億 5573 万 3千円
10億 6225 万 6千円衛生費

28億 6548 万 5千円
20億 7445 万 3千円総務費

2億 1067 万 3千円
2億 323 万 1千円議会費

民生費 69億 9510 万 8千円
63億 9908 万 8千円

予算額

支出済額

予算額

収入済額

68億 7408 万円
69億 351 万 3千円

38億 4732 万 8千円
39億 9179 万 3千円

歳入

歳出
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市
の
水
道
事
業
は
、
民
間
企
業
と

同
様
に
企
業
会
計
が
導
入
さ
れ
て
お

り
、独
立
採
算
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

収
益
的
収
支
は
、
経
常
的
な
業
務

の
収
支
を
示
す
も
の
で
、
主
な
収
入

は
水
道
料
金
収
入
、
支
出
は
給
水
の

た
め
の
経
費
や
人
件
費
、
減
価
償
却

費
な
ど
で
す
。
ま
た
、
資
本
的
収
支

は
、
水
道
管
の
布
設
な
ど
建
設
改
良

費
の
収
支
を
示
す
も
の
で
す
。

収
支
状
況
は
、
赤
字
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、こ
の
不
足
分
に
つ
い
て
は
、

内
部
留
保
資
金
な
ど
で
補
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

市
の
財
政
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
直
接
・
間
接
の
負
担
に
よ
り
賄

わ
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
市

税
は
、
財
政
運
営
上
極
め
て
重
要

な
歳
入
で
あ
り
、
常
に
適
正
公
平

な
賦
課
徴
収
に
努
め
て
い
ま
す
。

◆
水
道
事
業
会
計

◆
市
税
負
担
の
状
況

　

市
債
は
、
大
規
模
な
事
業
を
実
施
し
た
際
に
、
国
や
民
間
の
金

融
機
関
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
た
資
金
で
あ
り
、
公
債
費
と
し
て
支

出
し
返
済
し
て
い
ま
す
。

◆
市
債
現
在
高

税目 収入済額 1世帯あたりの
負担額

1人あたりの
負担額

市民税 29 億 5709 万 1千円 13 万 2160 円 5万 3462 円
固定資産税 31 億 1832 万 4千円 13 万 9366 円 5万 6377 円
軽自動車税 1億 5699 万 5千円 7017 円 2838 円
市たばこ税 3億 9331 万 6千円 1万 7578 円 7111 円
都市計画税 2億 7778 万 7千円 1万 2415 円 5022 円
合計 69億 351 万 3千円 30 万 8536 円 12 万 4810 円

区分 平成 28年
9月 30 日現在

平成 29年
3月 31 日現在 増減

民生債 1933 万 7千円 1789 万 7千円 △ 144 万円
衛生債 3億 4729 万 6千円 2億 8108 万 4千円 △ 6621 万 2千円
農林水産業債 1億 3318 万 4千円 1億 1345 万 6千円 △ 1972 万 8千円
土木債 7億 2152 万 7千円 6億 2181 万 7千円 △ 9971 万円
河川債 6億 9862 万 6千円 6億 8724 万 2千円 △ 1138 万 4千円
都市計画債 20 億 4994 万円 19 億 2487 万 2千円 △ 1億 2506 万 8千円
公営住宅債 1億 7838 万 3千円 1億 4512 万 6千円 △ 3325 万 7千円
消防債 2億 3031 万 6千円 2億 2322 万 5千円 △ 709 万 1千円
教育債 21 億 3366 万 5千円 19 億 9432 万 8千円 △ 1億 3933 万 7千円
減税補てん債 3億 680 万 9千円 2億 7774 万 2千円 △ 2906 万 7千円
臨時税収補てん債 2471 万 4千円 1655 万 8千円 △ 815 万 6千円
臨時財政対策債 94 億 8260 万 4千円 99 億 6387 万 8千円 4億 8127 万 4千円
小計 163 億 2640 万 1千円 162 億 6722 万 5千円 △ 5917 万 6千円
下水道事業債 101 億 7586 万 4千円 98 億 2502 万 5千円 △ 3億 5083 万 9千円
農業集落排水整備事業債 41 億 8361 万 1千円 40 億 9734 万 3千円 △ 8626 万 8千円
土地区画整理事業債 5億 8344 万 7千円 5億 4206 万 5千円 △ 4138 万 2千円
水道事業債 7億 8322 万 1千円 9億 496 万 8千円 1億 2174 万 7千円
合計 320 億 5254 万 4千円 316 億 3662 万 6千円 △ 4億 1591 万 8千円

区分 予算現額
（A）

収入・支出済額
（B)

執行率
(B)/(A)

収益的
収支

収入 11億 9483万円 12億 603万 5千円 100.9%

支出 11億 3840万 4千円 10億 6322万1千円 93.4%

資本的
収支

収入 4億 8068万 4千円 2億 7436万 5千円 57.1%

支出 9億 3079万 3千円 6億 4987万 8千円 69.8%

　

一
時
借
入
金
は
、
会
計
年
度
中
に
収

支
の
不
均
衡
を
生
じ
歳
計
現
金
が
不
足

し
た
場
合
に
、
そ
の
資
金
の
不
足
を
補

う
た
め
に
一
時
的
に
借
り
入
れ
る
も
の

で
、当
該
年
度
の
歳
入
で
返
済
し
ま
す
。

平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
29
年

３
月
31
日
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
は
、

一
時
借
り
入
れ
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
市
有
財
産
現
在
高

◆
一
時
借
入
金

区分 平成 28年
9月 30 日現在

平成 29年
3月 31 日現在 増減

土地 178 万 718㎡ 178 万 2395㎡ 1677㎡

建物 16 万 6547㎡ 16 万 6203㎡ △ 344㎡

有価証券 1339 万 5千円 1339 万 5千円 0円

出資による権利 7671 万 9千円 7671 万 9千円 0円

債権 2928 万円 1876 万円 △1052万円

基金 71億9776万2千円 80億2102万9千円 8億2326万7千円

※水道事業会計分は含まない

※世帯数 2万 2375 世帯、人口 5万 5312 人 ( 平成 29年 3月 31日現在 )
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高齢者の暮らしを支える「地域包括支援センター」

介護長寿課高齢者支援グループ　☎２９８－１１１１( 内線１３２・１３３）問い合わせ

地域包括支援センターは、65 歳以上のかたの介護・健康・福祉の総合相談窓口です。ご自身、
ご家族のことでお困りのことがあれば、お住まいの地区の地域包括支援センターへ気軽にご相談く
ださい。秘密は厳守します。相談は無料です。

今後、隔月の予定で地域包括支援センターの紹介を掲載していきますので、ご覧ください。

◆�たとえばご自身やご家族がこんなときに

物忘れがひどく
なってきて不安
だ。

ひとり暮らしの
ため、もしもの
ときが心配。

悪質な訪問販売
で困っている。

認知症のため
徘
はいかい

徊があり、
困っている。

介護保険制度に
ついて知りたい。

近所のひとり
暮らしの高齢
者が心配。

市
内
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

額田・木崎・瓜連地区
地域包括支援センター�ナザレ園
中里 361－2　☎ 296－3405

神崎・菅谷地区
地域包括支援センター�青燈会
　菅谷 605－2　☎ 295－5288

五台・戸多・芳野地区
地域包括支援センター�ゆたか園
後台 2045－4　☎ 295－1287
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青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
の
運
営
方
針
・
活
動
計
画

　

青
少
年
期
は
、
将
来
社
会
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
た
め
の
準
備
期
で
あ
り
、
人
間

形
成
に
と
っ
て
大
切
な
時
期
で
す
。

　

青
少
年
相
談
員
は
、
青
少
年
の
よ
き
理
解
者
と
し
て
の
相
談
活
動
の
ほ
か
、
地
域
親
と
し
て

地
域
の
青
少
年
活
動
を
支
え
る
担
い
手
と
な
り
活
動
し
て
い
ま
す
。具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、

青
少
年
の
た
め
の
巡
回
相
談
活
動
や
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地区名 小学校 氏名

神崎 横堀小

佐 川　 良 男
伊 東　 正 一
圷 　 英 夫
澤 畑　 敏 子
瀬 谷　 一 雄

額田 額田小

庄 司　 元 次 郎
舟 串　 宣 江
根 本　 晶 代
中 嶋　 正 德

菅谷

菅谷小

田 中　 幸 子
入 江 　 洋
成 田　 義 美
大 串 　 猛

菅谷東小

小 田 　 充
平 野　 久 子
中 野　 知 子
石 﨑　 泰 子

菅谷西小

山 下　 ひ さ 代
井 澤　 庄 治
鯉 渕　 節 夫
海 野　 好 文

五台 五台小
山 田　 登 志 子
小 林 　 操
井 上　 礼 子

地区名 小学校 氏名

五台 五台小

橋 本 　 勝
金 澤　 敬 子
森 島　 栄 子
山 田 　 修

戸多

芳野小

関 　 守
仲 田 　 均
小 瀧　 辰 雄
小 貫　 秀 夫

芳野

青 木　 満 夫
勝 山 　 昇
大 内 　 薫
古 田 圡　 寅 男

木崎 木崎小

照 沼 　 忠
大久保　れい子
綿引�　みどり
袴 塚　 耕 二

瓜連 瓜連小

先 﨑 　 武
寺 門　 友 紀
栗 田　 純 子
仲 條　 ゆ う 子
引 田　 武 雄
長 岡　 洋 子
佐 藤　 正 子

（平成 29年４月１日現在）

青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
の
運
営
方
針
・
活
動
計
画

〔�

運
営
方
針�

〕

　

少
子
高
齢
化
な
ら
び
に
高
度
情
報
化
時
代

に
お
け
る
、家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
低
下
・

大
人
の
規
範
意
識
の
低
下
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
有
害
情
報
の
氾は
ん
ら
ん濫

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
起
因

す
る
犯
罪
な
ど
、
憂
慮
す
べ
き
現
況
か
ら
青

少
年
を
保
護
し
、
健
全
に
育
成
す
る
た
め
取

り
組
む
。

〔�

重
点
目
標�

〕

１�

相
談
活
動
の
充
実
と
改
善
を
図
る

　

〇
街
頭
に
お
け
る
定
期
巡
回
と
相
談
活
動

　

〇
催
事
に
お
け
る
パ
ト
ロ
ー
ル
と
声
か
け

　

〇�

青
少
年
や
保
護
者
か
ら
の
相
談
へ
の
適

切
な
対
応

　

〇
「
中
高
生
と
語
る
会
」

２�

青
少
年
の
た
め
の
安
全
確
保
と
非
行
防
止

に
努
め
る

　

〇
学
区
内
パ
ト
ロ
ー
ル
の
徹
底

　

〇�

通
学
路
の
安
全
点
検

　
　

（
交
通
安
全
・
不
審
者
対
応
）

３��

普
及
啓
発
活
動
と
社
会
環
境
浄
化
活
動

（
関
連
団
体
と
の
連
携
）を
推
進
す
る

　

〇�

「
青
少
年
の
健
全
育
成
に
協
力
す
る
店
」

と
の
連
携
と
登
録
活
動
の
推
進

　

〇
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
推
進

４�
相
談
員
と
し
て
の
資
質
向
上
に
努
め
る

　

〇
市
の
現
状
に
対
す
る
研
修

　
　

（
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
の
懇
談
会
）

　

〇
今
日
的
課
題
に
関
す
る
研
修

　
　

（
移
動
研
修
会
）

　

〇
青
少
年
へ
の
対
応
に
関
す
る
研
修

　
　

（
相
談
員
研
修
会
）

通
年

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

10
月

11
月

12
月

１
月

３
月

担
当
地
区
定
期
巡
回

（
夜
間
を
含
め
、
年
15
回
程
度
）

児
童
生
徒
へ
の
あ
い
さ
つ
声
か
け

市
民
会
議
な
ど
の
行
事
へ
の
協
力

年
度
初
め
の
学
校
へ
の
あ
い
さ
つ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
パ
ト
ロ
ー
ル

市
青
少
年
相
談
員
研
修
会

青
少
年
健
全
育
成
協
力
店
へ
の
登
録

の
推
進
活
動

「
中
高
生
と
語
る
会
」

夏
休
み
繁
華
街
パ
ト
ロ
ー
ル

青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
の
懇
談
会

ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
パ
ト

ロ
ー
ル

県
青
少
年
相
談
員
研
修
会

市
青
少
年
相
談
員
移
動
研
修
会

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
パ
ト
ロ
ー
ル

青
少
年
の
た
め
の
環
境
浄
化
活
動

県
央
地
区
青
少
年
相
談
員
研
修

冬
休
み
繁
華
街
パ
ト
ロ
ー
ル

協
力
店
へ
の
新
年
の
あ
い
さ
つ

年
間
活
動
の
総
括（
幹
事
会
）

中
学
校
卒
業
式
パ
ト
ロ
ー
ル

〔�

主
な
年
間
活
動�

〕

青
少
年
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ（
瓜
連
支
所
）

☎
２
９
８
・
１
１
１
１
（
内
線
８
２
８
３
）

問
　

い

合
わ
せ
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申
請
は
、
出
生
や
転
入
の
日
か
ら
15
日

以
内
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
申
請
が
遅
れ
る

と
、
原
則
、
遅
れ
た
月
分
の
手
当
を
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

児
童
手
当
は
、
次
世
代
の
社
会
を
担
う

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
子
育
て
を
社
会
全

体
で
応
援
す
る
趣
旨
の
も
と
に
手
当
を
支

給
す
る
制
度
で
す
。
そ
の
た
め
、
受
給
者

が
児
童
手
当
の
趣
旨
に
し
た
が
っ
て
、
手

当
を
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
の
た
め
に

有
効
に
活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
責
務
を
定
め
て
い
ま
す
。
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
手
当
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、保
育
料
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、

本
人
の
同
意
を
得
ず
に
児
童
手
当
か
ら
特

別
徴
収
で
き
る
仕
組
み
が
、
学
校
給
食
費

な
ど
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、
本
人
の
同

意
を
得
て
児
童
手
当
か
ら
徴
収
で
き
る
仕

組
み
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

④�

児
童
を
養
育
し
て
い
る
未
成
年
後
見
人

が
い
る
場
合
は
、
そ
の
未
成
年
後
見
人

に
支
給
し
ま
す
。

⑤�

児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
や

里
親
な
ど
に
委
託
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
施
設
の
設
置

者
や
里
親
な
ど
に
支
給
し
ま
す
。

６
月
は
児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
月
で
す

児
童
手
当
の
趣
旨
、

保
育
料
の
特
別
徴
収
な
ど

　

平
成
28
年
中
の
所
得
を
も
と
に
確
認
し

ま
す
。
確
定
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
か
た

は
所
得
の
確
認
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
１
月
１
日
に
那
珂
市

に
住
民
登
録
が
な
か
っ
た
か
た
は
、
所
得

の
確
認
が
で
き
な
い
た
め
、
１
月
１
日
に

住
所
が
あ
っ
た
市
町
村
で
「
住
民
税
課
税

証
明
書
」（
所
得
・
扶
養
人
数
が
記
載
し
て

あ
る
も
の
）
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

■
支
給
対
象

　

中
学
校
卒
業
前
（
15
歳
の
誕
生
日
後
、

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の
児
童
※
を
養

育
し
て
い
る
か
た

※�

平
成
14
年
４
月
２
日
以
後
に
生
ま
れ
た

児
童

■
児
童
手
当
の
月
額

○
３
歳
未
満
　

一
律
　

１
万
５
０
０
０
円

○
３
歳
以
上

　
　

第
１
子
・
２
子
　

１
万
円

　
　

第
３
子
以
降
　
　

１
万
５
０
０
０
円

○
中
学
生
　
　

一
律
　

１
万
円
　

※�

児
童
手
当
の
支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も

は
中
学
校
卒
業
前
ま
で
で
す
が
、
子
ど

も
の
数
は
18
歳
の
誕
生
日
後
、
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
ど
も
を

含
み
ま
す

　

例
１
…�

18
歳
・
16
歳
・
8
歳
→
８
歳
の

子
ど
も
は
第
３
子
と
な
り
、
月

額
１
万
５
０
０
０
円
支
給

　

例
2
…�

19
歳
・
16
歳
・
8
歳
→
19
歳
の

子
ど
も
は
数
え
な
い
た
め
、
８

歳
の
子
ど
も
は
第
２
子
と
な

り
、
月
額
１
万
円
支
給

※�

児
童
を
養
育
し
て
い
る
か
た
の
所
得

が
、
児
童
手
当
の
所
得
制
限
限
度
額
を

超
え
て
い
る
場
合
は
、
特
例
給
付
と
し

て
一
律
５
０
０
０
円
を
支
給
し
ま
す

①�

原
則
と
し
て
、
児
童
が
日
本
国
内
に
住
ん

で
い
る
場
合
に
支
給
し
ま
す
（
留
学
の
た

め
に
海
外
に
住
ん
で
い
て
一
定
の
要
件
を

満
た
す
場
合
は
支
給
対
象
に
な
り
ま
す
）。

②�
父
母
が
離
婚
協
議
中
な
ど
に
よ
り
別
居

し
て
い
る
場
合
は
、
児
童
と
同
居
し
て

い
る
か
た
に
優
先
的
に
支
給
し
ま
す
。

③�

父
母
が
海
外
に
住
ん
て
い
る
場
合
、
そ

の
父
母
が
日
本
国
内
で
児
童
を
養
育
し

て
い
る
か
た
を
指
定
す
れ
ば
、
そ
の
か

た
（
父
母
指
定
者
）
に
支
給
し
ま
す
。

■
支
給
時
期

　

原
則
と
し
て
、
２
月
・
６
月
・
10
月
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
の
手
当
を
支
給

し
ま
す
。

�

※
例
…�

２
月
の
支
給
日
に
は
、
10
～
1
月
分

の
児
童
手
当
を
支
給
し
ま
す

申
請
は
出
生
・
転
入
か
ら
15
日
以
内

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

☎
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
２
５
４
・
２
５
５
）

■
所
得
制
限
限
度
額

　

児
童
手
当
を
受
給
す
る
た
め
の
所
得
制

限
限
度
額
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

扶養親族等
の数 所得額

０人 622 万円

１人 660 万円

２人 698 万円

３人 736 万円

４人 774 万円

５人 812 万円

■�平成29年度所得制限限度額
（控除後の所得）

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
に
！

　

６
月
の
児
童
手
当
定
期
払
時
に
、
市
か

ら
手
当
を
受
け
取
っ
た
か
た
は
「
現
況
届
」

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
況
届

は
毎
年
６
月
１
日
に
お
け
る
状
況
を
記
載

し
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
た
め

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。
こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、

６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

「
現
況
届
」
は
、
市
か
ら
現
在
児
童
手

当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
か
た
に
郵
送
し

ま
す
の
で
、
６
月
30
日
ま
で
に
必
要
書

類
を
添
え
て
、
同
封
す
る
返
信
用
封
筒

で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
ど

も
課
窓
口
で
も
受
け
付
け
ま
す

※
所
得
の
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す

児
童
手
当
現
況
届
を
忘
れ
ず
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い

児
童
手
当
制
度
で
は
、

次
の
ル
ー
ル
を
適
用
し
ま
す
！

所
得
の
確
認
方
法

児
童
手
当
に
つ
い
て

問
　

い

合
わ
せ
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地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
団
体

な
ど
が
自
主
的
な
創
意
工
夫
に
よ
り
提

案
し
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
加
え
、
新

た
に
取
り
組
む
活
動
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

◆�

対
象
団
体

　

自
治
会
、地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
、

市
の
登
録
制
度
の
規
定
に
よ
り
認
定
さ

れ
た
市
民
活
動
団
体

◆
補
助
率
お
よ
び
補
助
限
度
額

　

�

補
助
率
…
…
…
…
10
分
の
10

　

補
助
限
度
額
…
…
50
万
円

※�

当
該
年
度
中
に
１
回
限
り
と
し
、
同
一

事
業
を
継
続
す
る
場
合
は
、
２
年
ま

で
受
給
可
能

◆�

募
集
期
間
　

平
成
29
年
度
分
の
募
集

は
終
了
し
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
分

の
募
集
は
、
平
成
30
年
３
月
ご
ろ
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

◆�

選
考
方
法
　

申
込
団
体
に
よ
る
公
開

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。

【
市
民
提
案
事
業
】

【
設
立
準
備
支
援
事
業
】

　

活
動
基
盤
が
整
っ
て
い
な
い
市
民
活

動
団
体
や
、
こ
れ
か
ら
市
民
活
動
に
取

り
組
も
う
と
す
る
団
体
が
行
う
、
活
動

基
盤
を
整
え
る
た
め
の
活
動
に
対
し
て

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◆�

対
象
団
体
　

団
体
設
立
後
12
か
月
以

内
の
市
民
活
動
団
体
、
市
の
登
録
制

度
の
規
定
に
よ
り
認
定
さ
れ
る
見
込

み
の
市
民
活
動
団
体

◆�

補
助
率
お
よ
び
補
助
限
度
額

　

�

補
助
率
…
…
…
…
２
分
の
１

　

補
助
限
度
額
…
…
５
万
円

※
１
団
体
に
つ
き
１
回
限
り

◆
募
集
期
間
　

随
時

◆
選
考
方
法
　

書
類
審
査

　

市
で
は
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
に

対
し
て
次
の
事
業
に
よ
り
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

�

那
珂
市
市
民
活
動
支
援
事
業

に
つ
い
て

市
民
協
働
課
市
民
活
動
グ
ル
ー
プ

☎
２
９
８
・
１
１
１
１
（
内
線
２
６
４
・
２
６
５
）

問
い
合
わ
せ

事業内容

子どもたちが体験した、人に対する感謝の心や、人に対
しての親切な行いを貯金通帳に記録し、絵本を作成

「観光かるた」のセット増および「観光かるた」の内容を
インターネット化。鈴木家住宅での紅花栽培を実施

しづ織の特徴を活用した新たな商品開発、宣伝活動、し
づ織の生産方法および販路開拓

菅谷東小学校の校庭を活用した、地域の人々と域外の人
との交流をする事業を実施

平成 28年度末に策定完了した県内初の行動項目「なかア
ジェンダ 21」の啓発・普及運動を推進

「端午の節句展」の開催、ミニこいのぼりおよび巨大こいの
ぼりの制作・展示、端午の節句展制作講座の開設

注目度や臨場感に配慮した屋台製作や担い手の募集、各地の
イベントなどにおけるお囃

はやし

子演奏、菅谷まつりＰＲ

オーバーシードの実施、子供用大会などのためのアルミゴー
ルの整備、オーバーシード用冬芝の種の本格的な採取試験

こどものかがく教室（おもしろ実験工作、電子工作、折
り紙工作など）の開催、出前講座の開催など

お囃
はやし

子の由来や楽器の紹介、役割、歴史などを説明、イベン
ト会場などで乳幼児から高齢者まで体験できる活動の実施

実施事業名

「ありがとうの旅」絵本づくり

観光かるたの作成による観光ス
ポットアピール【継続事業２年目】

「しづ織」による地域ブランド創
造事業【継続事業２年目】

小学校を活用した交流イベント
実施事業

「なかアジェンダ 21」～那珂市の環
境を守る市民・事業者の行動計画
～2017版に関わる普及・啓発事業

次世代につなぐ端午の節句展
【継続事業２年目】

大助ばやし担い手育成基盤整備事
業（大助ばやしケータリング事業）

オーバーシードなどによるふれ
あいの杜整備事業

こどものかがく・サポーターズ

額田伝統芸能後継者育成および
伝承活動・地域活性支援事業

団体名

ぬかだの子どもを
守り支える会

観光ボランティアガイド
那珂

倭
し づ は た

文機グループ「手しごと」

わかすぎ学園親
おやじ

児の会

なか環境市民会議

ＮＰＯ法人ひろがる和

堀之内青年会

ＮＰＯ法人
那珂市サッカー協会

かがくのたまご・
サポーターズ

額田通り囃
ばやし

子保存会

　

平
成
29
年
度
那
珂
市
市
民
活
動
支
援
事
業
募
集
要
項
の
規
定
に
よ
り
、
市
民

提
案
事
業
の
募
集
を
行
い
、
４
月
21
日
に
開
催
し
た
選
考
会
に
お
い
て
、
申
込

団
体
に
よ
る
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
、
次
の
と
お
り
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

■�平成29年度に採択された
　市民提案事業

平
成
29
年
度
那
珂
市
市
民
活
動
支
援
事
業

（
市
民
提
案
事
業
）の
採
択
に
つ
い
て

広報なか 6月号15



生ごみの減量化に取り組みましょう！�

○買い物前に、今ある食材のチェックをしましょう。
○献立を考え、使う物だけを買いましょう。
○保存方法を工夫して最後まで使いましょう。

◆食材を無駄なく使いきりましょう

　毎日の生活の中で捨てられる生ごみ。その生ごみのおよそ８割は「水分」といわれ
ています。水分を多く含む生ごみは、悪臭を発生し、重くなり、ごみを運搬する際に
収集車両の燃費を低下させ、燃やす際にも焼却効率を下げる要因になっています。
　生ごみを減量すれば、ごみ出しが楽になり、台所もより衛生的になります。また、
地球温暖化防止にもつながります。皆さんも生ごみの減量化に取り組みましよう。

◆調理したものは、食べきりましょう
○作りすぎてしまわないよう適量を把握しましょう。
○冷蔵、冷凍保存した残り物を忘れずに食べましょう。
○食べ残した物を利用して、ほかの料理にアレンジしてみましょう。
○外食時には、食べきれる分だけ注文し、残さないようにしましょう。

◆水きりをしましょう
○調理するときは、皮をむいてから洗いましょう。
○ごみ袋に入れる前に水分は絞りしましょう。

生ごみを堆肥化してみませんか？

わがまちの環境を考える

○生ごみ処理容器（コンポストなど）　
　補助対象数　1世帯につき 2基まで
　補助金額　　�購入額の 2分の 1に相当する額（消費税を除く）とし、1基につき 3,000 円を上限とする
　　　　　　　（100 円未満切り捨て）
　����������������������※前回の申請から 10年経過して使用不能の場合は、再申請ができます
　����������������������※販売店の制限はありません
○電動生ごみ処理機器　
　補助対象数　1世帯につき１基まで
　購入金額　　�購入額の３分の１に相当する額（消費税を除く）とし、1基につき 30,000 円を上限とする
　　　　　　　（100 円未満切り捨て）
　����������������������※前回の申請から７年経過して使用不能の場合は、再申請ができます
　����������������������※ディスポーザーは補助対象外です
����������������������　※販売店の制限はありません
○申請方法
　領収書※、印鑑、補助金の振込先の口座番号がわかるものを持参の上、環境課窓口で申請してください。
※品名および領収年月日が記載された領収書の原本をご持参ください

　市では、生ごみの減量化を推進するため、市内在住の一般世帯（事業所は対象外）に対し、生ごみ処理機器
などの購入費用の一部を補助しています。補助金の申請は随時受付をしていますので、ぜひご活用ください。

環境課環境グループ　☎２９８－１１１１（内線４４７～４４９）問い合わせ

残さ
ず

たべ
まし
ょう
！
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那
珂
ふ
る
さ
と
大
使
通
信

ふ
る
さ
と
大
使
の「
那
珂
良
し
来
良
し
」♪

な　
　

か
　

よ　
　

し　
　

こ　
　

よ　

し

Vol.15

秘
書
広
聴
課
秘
書
グ
ル
ー
プ

☎
２
９
８
・
１
１
１
１
（
内
線
４
２
３
・
４
２
４
）

問
い
合
わ
せ

　

私
は
現
在
、
東
京
都
世
田
谷
区

に
あ
る
日
本
大
学
文
理
学
部
で
教

育
・
研
究
の
業
務
に
従
事
し
て
い

ま
す
。

　

幼
稚
園
か
ら
高
校
ま
で
那
珂
市

に
住
ん
で
お
り
、
こ
の
こ
ろ
私
は

ス
ポ
ー
ツ
に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
小
学
校
高
学
年
か
ら
陸
上

競
技
を
始
め
て
、
選
手
か
ら
コ
ー

チ
へ
と
立
場
は
変
わ
り
ま
し
た
が

今
で
も
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
わ
り
は

続
い
て
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
よ
う
な
競
技
ス
ポ
ー

ツ
に
関
わ
る
中
で
多
く
の
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。
競
技
ス
ポ
ー
ツ
で
結
果
を

残
す
た
め
に
は
、
た
と
え
身
体
的

に
優
れ
て
い
て
も
そ
れ
だ
け
で
は

大
き
な
結
果
を
残
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
よ
く
優
れ
た
肉
体
能
力

を
も
っ
た
者
が
ハ
ー
ド
な
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
な
う
と
結
果
が
で
る
よ

う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
競
技

ス
ポ
ー
ツ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
コ
ー

チ
ン
グ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
知
力
が

動
員
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
は
科
学
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
も
重
要
で
す
が
、
競
技
ス
ポ
ー

ツ
で
必
要
な
知
は
目
に
見
え
る
も

の
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
も
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て

み
た
と
き
に
感
じ
る
よ
う
に
、
ス

ポ
ー
ツ
を
行
な
う
と
き
に
は
、
つ

ま
り
そ
の
動
き
を
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ

ツ
や
カ
ン
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
運
動
学
で
は
こ
の
よ
う

な
コ
ツ
や
カ
ン
を
身
体
知
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
コ
ツ

や
カ
ン
が
な
け
れ
ば
、
今
や
ろ
う

と
し
て
い
る
動
き
が
で
き
な
い
こ

と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

い
ざ
そ
れ
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
と
考

え
た
と
き
言
葉
に
つ
ま
り
ま
す
。

　

星
の
王
子
さ
ま
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
の
目
に
は
見
え
な
い
コ

ツ
や
カ
ン
、
こ
れ
が
ス
ポ
ー
ツ
で

は
決
定
的
に
重
要
で
す
。
私
が
取

り
組
ん
で
き
た
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の

コ
ツ
や
カ
ン
の
原
風
景
は
那
珂
市

で
走
り
回
っ
て
い
た
あ
の
こ
ろ
に

あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

日本大学文理学部教授

（東京都在住）
さん青

あおやま

山　清
きよひで

英

ロシア世界陸上のコーチボックス席で

就職支援のインタビュー風景
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春
の
褒
章
・
叙
勲
・
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
・

高
齢
者
叙
勲
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

春
の
褒
章
・
叙
勲
・
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
・
高
齢
者
叙
勲
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
で
は
、
12
人
の
か
た
が
選
ば
れ
栄
誉
に

輝
き
ま
し
た
。
受
章
者
の
皆
さ
ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
瑞
宝
双
光
章

石
川
　

幸
夫
さ
ん
（
中
台
）
　

��

元
茨
城
県
生
活
環
境
部
長

勝
村
　

澄
夫
さ
ん�（
瓜
連)������

元
障
害
者
支
援
施
設
「
光
風
荘
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
施
設
長��

■
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
瑞
宝
双
光
章

植
田
　
　

勝
さ
ん
（
西
木
倉
）
元
３
等
空
佐

海
野
　

祐
二
さ
ん
（
杉
）
　
　

��

元
２
等
陸
尉

澤
田
　

敬
藏
さ
ん
（
平
野
）
　

��

元
茨
城
県
警
部

椎
名
　

拙
夫
さ
ん
（
菅
谷
）
　

��

元
茨
城
県
警
部

大
曽
根
　

栄
さ
ん
（
古
徳
）
　

��

元
那
珂
市
消
防
司
令
長

■
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
瑞
宝
単
光
章

海
老
澤
　

稔
さ
ん
（
平
野
）
　

��

元
茨
城
県
警
部
補

■
黄
綬
褒
章

軍
司
　

有
通
さ
ん
（
後
台
）
　

��

ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ
ブ
軍
司
治
療
院
院
長

■
藍
綬
褒
章

水
野
　

忠
信
さ
ん
（
瓜
連
）
　

��
元
国
勢
調
査
員

■
瑞
宝
単
光
章

大
森
　

利
光
さ
ん
（
横
堀
）
　

��

元
那
珂
市
消
防
団
長

■
高
齢
者
叙
勲
瑞
宝
双
光
章

寺
門
　
　

隆
さ
ん
（
後
台
）
　

��

元
検
察
事
務
官

那
珂
市
政
治
倫
理
審
査
会
委
員
を
委
嘱

　

那
珂
市
政
治
倫
理
審
査
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、平
成
29
年
第
１
回
那
珂
市
議
会
定

例
会
の
同
意
を
得
て
、４
月
28
日
に
６
人
の
か
た
に
市
長
か
ら
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

政
治
倫
理
審
査
会
の
委
員
は
、
市
条
例
に
よ
り「
識
見
を
有
す
る
者
」か
ら
３
人
、「
市

民
の
公
募
」
に
よ
り
選
出
す
る
者
３
人
の
計
６
人
と
な
っ
て
お
り
、
今
回
、
う
ち
５
人
を

再
任
し
、
１
人
が
新
任
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
任
期
は
平
成
29
年
４
月
1
日
か
ら
平
成

31
年
３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間
で
す
。

◆
政
治
倫
理
審
査
会
と
は
？

　

市
条
例
に
よ
り
政
治
倫
理
基
準
を
定
め
、
市

長
、
副
市
長
、
教
育
長
お
よ
び
市
議
会
議
員
が

そ
の
基
準
に
抵
触
す
る
行
為
に
つ
い
て
市
民
か

ら
調
査
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
調
査
を
行
う
諮
問
機
関
で
す
。

◆
政
治
倫
理
基
準
の
内
容
は
？

①�

自
己
の
地
位
を
利
用
し
て
い
か
な
る
金
品
も

授
受
し
な
い
こ
と

②�

市
が
行
う
許
認
可
、
契
約
な
ど
に
つ
い
て
、

特
定
の
企
業
、
個
人
な
ど
に
有
利
な
取
り
計

ら
い
を
し
な
い
こ
と

③�

市
長
お
よ
び
議
員
は
、政
治
活
動
に
関
し
て
会

社
そ
の
他
団
体
か
ら
寄
附
を
受
け
な
い
こ
と

④�

議
員
は
、
市
職
員
の
採
用
に
関
し
て
、
特
定

個
人
の
推
薦
、
紹
介
を
し
な
い
こ
と

◆
調
査
請
求
権
と
は
？

　

市
民
の
か
た
は
、
当
該
者
の
行
為
が
政
治
倫

理
基
準
に
違
反
す
る
疑
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
と
き
は
、
30
人
以
上
の
連
署
と
そ
れ
を
証
明

す
る
資
料
を
添
え
て
調
査
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■政治倫理審査会委員（敬称略）

総務課総務グループ
☎２９８－１１１１（内線５１４・５１５）

問い合わせ

▲那珂市政治倫理審査会委員の皆さん

識見者
会　長 綿 引　 秀 榮 瓜連 再任
副会長 武 井　 登 菅谷 再任
委　員 小田部　啓文 菅谷 再任

公募者
委　員 川 﨑　 敏 明 豊喰 再任
委　員 鈴 木　 一 三 瓜連 再任
委　員 庄司　元次郎 額田南郷 新任
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市立図書館だより

那
珂
市
選
挙
管
理
委
員
会

☎
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
５
１
４
・
５
１
５
）

問
い
合
わ
せ

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
選
挙
に
つ
い
て
抱
い
て
い
る

疑
問
や
、
知
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
し
て
い
き
ま
す
。

選
挙
い
ろ
い
ろ

Ｑ

Ａ
＆

 

Ｑ

 

Ａ　

投
票
所
に
お
い
て
、
投
票
事
務
全
般
を
管
理
執
行
し
、
投
票
に
関
す
る

す
べ
て
の
手
続
き
に
つ
い
て
最
終
的
な
決
定
権
を
も
つ
最
高
責
任
者
で

す
。
各
選
挙
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
中
か
ら
選
任
す
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
市
で
は
各
投
票
区
内
に
あ
る
自
治
会
の
自
治
会
長
な
ど
に
投
票
管

理
者
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

投
票
管
理
者
と
は
ど
の
よ
う
な
人
で
す
か
？

 

Ｑ

 

Ａ
投
票
立
会
人
と
は
ど
の
よ
う
な
人
で
す
か
？

　

投
票
所
に
お
い
て
、
投
票
に
立
ち
会

い
、
投
票
事
務
が
公
正
に
行
わ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
監
視
す
る
立
場
に
あ
る
者
を
い

い
ま
す
。
各
投
票
区
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
た
者
の
中
か
ら
、
2
人
以
上
5
人

以
下
の
者
を
選
任
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
同
一
の
政
党
そ
の
他
の
政

治
団
体
に
属
す
る
者
は
、
１
つ
の
投
票
区

に
２
人
以
上
を
投
票
管
理
人
に
選
任
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
市
で
は
各
投
票
区

内
に
あ
る
自
治
会
の
自
治
会
長
な
ど
に
投

票
立
会
人
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

図書館カレンダー

７月
July

2 日・16 日
　午後 2時～
20 日
　午前10時30 分～
28 日　午後 3時～

８日　午後 1時 30 分～

日 月 火 水 木 金 土
１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

おはなし会

映画会

休館日

【�一�般�書�】
『暗手』　　　　　　　　／馳星周　著
『赤いゾンビ、青いゾンビ。』　
　　／川上弘美　著　／門馬則雄　絵
『あとは野となれ大和撫子』　
　　　　　　　　　　／宮内悠介　著
『月の満ち欠け』　　　／佐藤正午　著
『花葬』　　　　　　／悠木シュン　著

☎３５２－１１７７

◆新着本案内
　元禄 15 年 12 月 14 日。粉雪舞う夜更け、47 人の
浪人が、ひとりの老人の首を落とし、勝

かち ど き

鬨を上げた。
死を賭して立てる、武士の一分――。夢枕獏、梶よう
子、山本一力ら名手 7人が「忠臣蔵」を描く。「決戦 !」
シリーズ第 6弾（出典：TRC�MARC）

★『決戦 ! 忠臣蔵』／葉室麟・朝井まかて　著　講談社�

【�児�童�書�】
『なんにもできないおとうさん』　　　
　　／ひがしちから　作　あかね書房
『ゆうかんなねこ？くろすけ』　
／エド・ヴィアー　作　／木坂涼　訳
『モンスター・ホテルでパトロール』　
　　　／柏葉幸子　作　／高畠純　絵
『アームストロング
　　　　　　宙飛ぶネズミの大冒険』
　　　　／トーベン・クールマン　作
　　　　　　　　　　／金原瑞人　訳

★『ナビラとマララ　「対テロ戦争」に巻き込まれた二人の少女』
　　／宮田律　著　講談社
　パキスタンの少女、マララとナビラの運命を分けた
ものは？現代イスラムの研究者が、「対テロ戦争」に
巻き込まれた 2人の少女の身の上に何が起きたのか
を紹介しながら、「対テロ戦争」が終わらない理由を
解き明かす。（出典：TRC�MARC）

『決戦 ! 忠臣蔵』／葉室麟・朝井まかて　著　講談社

※�その他の新着本については、図書館
ホームページをご覧ください
　http://www01.ufinity.jp/nakalib/
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消防本部 NEWS
消防本部　☎２９５－２１１１

～声高らかに「チビッコ消防士」が誕生！～
■「わたしたちはひあそびをしません！」

▲かしま台保育園幼年消防クラブ

▲横堀幼稚園幼年消防クラブ

　市内各幼稚園・保育所・保育園の園
児を対象に、防火教育の実施を目的と
した幼年消防クラブ発会式が、４月
25日から５月 31日までに 13クラブ
で行われ、３８９人のチビッコ消防士
が誕生しました。
　発会式は、開会の言葉、園長先生や消防の話を聞いた後、認定
証とワッペンの授与、くす玉割りと進み、クラブ員となった子ど
もたちが「わたしたちはひあそびをしません！」と元気よく誓い
ました。はっぴ姿で誇らしげに記念撮影をした後、防火アニメ映
画を見て、最後に園庭で誓いの言葉を述べながら空へ風船を飛ば
し閉会しました。
　なお、このチビッコ消防士たちは、これから７、８月の防火花
火指導会、12、１月の防火もちつき会などの行事を通して火の
危険性や正しい使い方を学んでいきます。防火の輪を広げ火災の
ないまちづくりの力となってくれることと期待しています。

粟
原
つ
り
大
会

　

５
月
21
日
（
日
）
に
、
粟
原
釣
り
場
で
第

52
回
粟
原
つ
り
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
め
ぐ
ま
れ
、
参
加
者

１
１
８
人
が
朝
６
時
か
ら
思
い
思
い
に
竿さ
お

を

ふ
り
、
釣
り
上
げ
た
魚
の
大
き
さ
に
一
喜
一

憂
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
え
さ
の
ミ
ミ
ズ
や
釣

り
上
げ
た
魚
に
触
れ
ら
れ
な
い
小
学
生
も
い

ま
し
た
が
、
し
だ
い
に
慣
れ
、
つ
り
大
会
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
親
子
や
お
孫

さ
ん
と
参
加
し
て
い
る
か
た
も
多
く
、
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

那
珂
市
か
ら
は
16
人
（
一
般
：
13
人
、
小

中
学
生
：
３
人
）
の
参
加
者
が
あ
り
、
一
般

ふ
な
の
部
（
第
３
位
）、一
般
雑
魚
の
部
（
第

３
位
）、
小
中
学
生
ふ
な
の
部
（
第
４
位
）、

小
中
学
生
雑
魚
の
部
（
第
５
位
）、
計
４
人

の
か
た
が
入
賞
し
ま
し
た
。
　

入
賞
者

◆
一
般

◆
小
中
学
生

ふ
な
の
部

第
１
位
・
浅
野
能
夫
さ
ん
、
第
２
位
・
池
崎
午

郎
さ
ん
、
第
３
位
・
中
村
秀
和
さ
ん

雑
魚
の
部

第
１
位
・
清
水
正
則
さ
ん
、
第
２
位
・
櫻
井
直

晃
さ
ん
、
第
３
位
・
古
谷
隆
さ
ん

ふ
な
の
部

雑
魚
の
部

第
１
位
・
滑
川
葵
羽
さ
ん
、
第
２
位
・
真
栄
田

幹
太
さ
ん
、
第
３
位
・
高
野
旬
さ
ん
、
第
４
位
・

会
沢
洸
太
さ
ん
、
第
５
位
・
須
藤
大
輝
さ
ん

第
１
位
・
生
天
目
美
桜
さ
ん
、
第
２
位
・
大
和

田
樹
璃
さ
ん
、
第
３
位
・
生
天
目
温
さ
ん
、
第

４
位
・
大
和
田
稜
太
さ
ん
、
第
５
位
・
古
谷
陽

希
さ
ん

▲思い思いに竿
さお

をふり

▲大物か？

▲計測中 ▲小中学生雑魚の部表彰

問い合わせ
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北から来ました北嶋の　

「なかなかいい」那珂暮らし②

　穏やかな春の陽気に誘われて、静峰ふるさと公園へ観
桜に出かけてきました。ちょうど数日前のテレビ中継で
取り上げられた効果も相まって、たくさんの観光客でに
ぎわっていました。
　目的のひとつは「鬱

う こ ん

黄桜
ざくら

」。ウコンの根を染料に用い
たときに発色するうこん色に由来し、数百種類ある桜の
うちで唯一黄色の花を咲かせるという桜です。透明感の
ある薄いもえぎ色の花びらが散り風に運ばれていくさま
は、遥

はる

か江戸の昔から風情のあるものとされてきたそう
です。その花は盛りを過ぎると赤味を帯び、上品な色合
いの桜であることから、別名「美人桜」と呼ばれ、見る
人に幸せを呼ぶ桜と言い伝えられているのだとか。とこ
ろが戦時中空襲で焼失したり、日本の気候に合わなかっ
たりしたことから、ほとんどの原木が消失してしまい、
国内に在植する鬱

う こ ん

黄桜
ざくら

は全部で 27本しかその存在を確
認されていないという大変珍しい品種だというのです。
　そんな鬱

う こ ん

黄桜
ざくら

を見られるとあり、ワクワクしながら現
地に到着し敷地内をあちこち歩き回るも、なかなかお目
にかかることはできません。さすがは貴重な品種だけに、

見つけるのも一筋縄ではいかないようです。歩き回る
ことしばらく経ったころでしょうか、やっとの思いで
淡い黄色の花々が咲き誇った木々と対面することがで
きました。ここまで規模の大きな八重桜群だけでも見
事なのに貴重な品種まで愛

め

でることができる、こんな
ぜいたくな場所はなかなかありませんよね。「この場
所をもっと多くの人に知ってもらいたい」と思ったの
はいうまでもありません。
　でも、あまりに人気スポットになりすぎると、ゆっ
くり見られなくなっちゃいますね・・・。何とも悩ま
しいところです。

▲静峰ふるさと公園 ▲鬱
う こ ん

黄桜
ざくら

　　　　　　健康推進課健康増進グループ
　　　　　　（総合保健福祉センター「ひだまり」内）
　　　　　　☎２７０－８０７１

みんなの健康

市
で
実
施
す
る
身
近
な
健
康
相
談

�������������������������

～
こ
こ
ろ
の
相
談
～

問い合わせ

　

自
分
自
身
、
あ
る
い
は
ご
家
族

の
こ
と
で
、
次
の
よ
う
な
お
悩
み

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

▪�

夜
、
眠
れ
な
い

▪
悩
み
ご
と
が
続
い
て
い
る

▪
い
つ
も
不
安
や
緊
張
が
あ
る

▪��

部
屋
か
ら
出
ら
れ
ず
閉
じ
こ

も
っ
て
い
る

▪
い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る

▪��

朝
起
き
ら
れ
ず
、
だ
る
い
日

が
続
い
て
い
る

▪�

周
り
の
人
が
自
分
を
悪
く

言
っ
て
い
る
、
命
令
さ
れ
る

声
が
聞
こ
え
る

▪�

病
院
に
行
き
た
が
ら
な
い

▪�

精
神
科
に
受
診
し
て
い
る

が
、
診
察
に
納
得
い
か
な
い

▪��

精
神
科
に
受
診
し
た
く
な
い

が
、専
門
医
に
は
相
談
し
た
い

▪��

社
会
復
帰
を
目
指
し
て
い
る

が
、な
か
な
か
う
ま
く
い
か

な
い

▪��

認
知
症
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬

物
の
相
談
を
し
た
い

　

市
で
は
、
年
６
回
、
精
神
科
の

医
師
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の
相
談
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
１
人
で
悩
ま

ず
、専
門
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
７
月
以
降
の
相
談
日
程

◆
相
談
時
間

　

１
組
当
た
り
１
時
間
※
要
予
約

◆
相
談
場
所

　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

「
ひ
だ
ま
り
」
２
階
会
議
室

◆
相
談
員

　

�

栗
田
病
院
医
師
、
精
神
保
健
福

祉
士
、
保
健
師（
市
職
員
）

◆
対
象
者
　

　

市
内
在
住
の
か
た

◆
費
用
　

無
料

◎�

相
談
日
以
外
で
も
、
随
時
、
精

神
保
健
福
祉
士
が
ご
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

相
談
日

予
約
開
始
日

7
月
13
日（
木
）
7
月
3
日（
月
）

9
月
14
日（
木
）
9
月
４
日（
月
）

11
月
9
日（
木
）
10
月
30
日（
月
）

1
月
11
日（
木
）
12
月
25
日（
月
）

3
月
8
日（
木
）
2
月
26
日（
月
）

い
つ
も
不
安
や
緊
張
が
あ
る

部
屋
か
ら
出
ら
れ
ず
閉
じ
こ

い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る

朝
起
き
ら
れ
ず
、
だ
る
い
日

周
り
の
人
が
自
分
を
悪
く

言
っ
て
い
る
、
命
令
さ
れ
る

精
神
科
に
受
診
し
て
い
る

が
、
診
察
に
納
得
い
か
な
い

精
神
科
に
受
診
し
た
く
な
い

が
、専
門
医
に
は
相
談
し
た
い

社
会
復
帰
を
目
指
し
て
い
る

が
、な
か
な
か
う
ま
く
い
か

認
知
症
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
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広
げ
よ
う
、
い
ぃ
那
珂
暮
ら
し
の
輪

　皆さんこんにちは。那珂市と友好都市の横手市とで実
施されている人事交流により、４月から横手市役所へ派
遣されている三次紀之です。
　横手市は那珂市から約 400km離れた秋田県の南部に
位置しており、人口は約９万２千人、面積は那珂市の 7
倍以上の 692㎢もある大きな都市です。
　4月の横手は少し肌寒く感じましたが、暖冬だったため
雪もほとんど残っておらず、下旬には桜の花も見ごろに
なるなど、豪雪地帯といえども、春の気候はそこまで茨

城と変わらないんだな、と
いう印象を受けました。
　さて、横手市へ来て１か
月が経ち、こちらの方言に
も少しずつ慣れてきました。
　最近覚えたのは「け」と

いう一語で、これだけで「食べて」「来て」など複数の意
味があるそうです。秋田弁は言葉を省略して使ったり、濁
音が付いたりで、まだ聞き取れないこともありますが、こ
の１年で習得し、秋田に染まって帰りたいと思っています。

　また、私は現在横手市の地域づくり支援課に所属し
ていて、ふるさと納税などの業務を担当しています。
税の軽減が受けられることで話題のふるさと納税です
が、農産物の宝庫である
横手市では、感謝の気持
ちとして米やお酒をはじ
め、旬のフルーツなどを
お礼の品としてお送りし
ています。人気のりんご

～横手だより～
秋田県横手市からお届けします

やぶどう、桃などは収穫時期になると随時受付を開始
していきます。市外への寄附をご検討されているかた
は、ふるさと納税サイトで横手市のページもチェック
してみてください。おいしいものがたくさんそろって
います。
　横手市は観光も盛んで、7月に「よこての全国線香
花火大会」、8月に「横手の送り盆まつり」、9月に「横
手やきそば四天王決定戦」などのイベントが予定され
ています。ぜひ遊びに来てください。
　ちなみにライトアップされた桜の写真は、雄物川地
域の木戸五郎兵衛村のもので「天の川」をモチーフに
されているそうです。幻想的でとてもきれいでした。

団
員
登
録
申
込
方
法

　

登
録
申
込
書
を
事
務
局
へ
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
す
る
か
、
い

ば
ら
き
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
　

※�

市
内
・
市
外
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も

団
員
に
な
れ
ま
す

※�

会
費
無
料
。活
動
ノ
ル
マ
も
あ
り
ま
せ
ん

※�

申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得

で
き
ま
す

※�

必
ず
連
絡
の
取
れ
る
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
ご
用
意
く
だ
さ
い

い
ぃ
那
珂
暮
ら
し
応
援
団
事
務
局

（
政
策
企
画
課
地
方
創
生
グ
ル
ー
プ
内
）

☎
２
９
８
・
１
１
１
１
（
内
線
４
３
８
）

問
い
合
わ
せ

▲�「いぃ那珂暮らし」
の情報発信

▲�いばらき電子申請・
届出サービス

　

市
の
知
名
度
向
上
と
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
設
立
し
た

「
い
ぃ
那
珂
暮
ら
し
応
援
団
」
の
キ
ッ
ク

オ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
、
4
月
22
日
、
旧
し
ど

り
の
湯
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

来
賓
の
か
た
と
団
員
の
ほ
か
、
市
の
魅
力

を
知
っ
て
い
た
だ
く
「
い
ぃ
那
珂
暮
ら
し

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
」
に
参
加
し
た
首
都
圏

の
家
族
連
れ
な
ど
、
約
50
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で

は
、
（株）
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
コ
ム
代
表
取

締
役
の
星
野
邦
俊

さ
ん
を
講
師
と
し

て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利

用
し
た
情
報
発
信

の
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、
参
加
者
は
実
際

に
応
援
団
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
感
じ
た
市
の
魅
力
を
情

報
発
信
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
団
員
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
情
報
を
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
マ
ガ
ジ

ン
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
な
ど
を
活
用
し
て

発
信
し
て
い
く
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
団
員
に
な
っ
て
、市
の
「
い
い
と
こ
ろ
」

や
「
自
慢
し
た
い
と
こ
ろ
」
を
一
緒
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▲情報発信セミナーの様子

▲�増田地域の桜

▲�雄物川地域の桜
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【�日常生活で少しでも放射線を少なくできる方法】
○�校庭・園庭などの屋外での活動後は、手や顔を洗い、うがいをする。
○�土や砂を口に入れないように注意し、口に入った場合は、うがいをする。
○�登校・登園時、帰宅時に靴の泥をできるだけ落とす。
○�土ぼこりや砂ぼこりが多いときは、窓を閉める。

担当課および測定場所 測定値 測定日

学校教育課

横堀小学校 0.053 ５月９日
額田小学校 0.039 ５月３日
菅谷小学校 0.062 ５月９日
菅谷東小学校 0.059 ５月11日
菅谷西小学校 0.064 ５月11日
五台小学校 0.055 ５月11日
芳野小学校 0.060 ５月９日
木崎小学校 0.052 ５月９日
瓜連小学校 0.079 ５月９日
横堀幼稚園 0.064 ５月11日
菅谷幼稚園 0.055 ５月９日
菅谷西幼稚園 0.073 ５月９日
五台幼稚園 0.072 ５月９日
芳野幼稚園 0.059 ５月11日
那珂第一中学校 0.066 ５月９日
那珂第二中学校 0.055 ５月11日
那珂第三中学校 0.039 ５月９日
那珂第四中学校 0.043 ５月11日
瓜連中学校 0.068 ５月９日
茨城学園 0.052 ５月９日
ナザレ幼稚園 0.054 ５月11日
さいせい幼稚園 0.062 ５月11日
大成学園幼稚園 0.060 ５月９日
旧本米崎小学校 0.085 ５月９日

担当課および測定場所 測定値 測定日
健康推進課 保健センター（ひだまり） 0.070 ５月９日

生涯学習課

中央公民館 0.076 ５月５日
図書館 0.088 ５月３日
那珂総合公園 0.063 ５月２日
歴史民俗資料館 0.081 ５月３日
ふれあいの杜公園 0.066 ５月２日

市民協働課

ふれあいセンターよこぼり 0.083 ５月９日
ふれあいセンターごだい 0.068 ５月10日
ふれあいセンターよしの 0.084 ５月10日
総合センターらぽーる 0.103 ５月10日
戸多地区交流センター 0.056 ５月８日

那珂聖苑 那珂聖苑 0.081 ５月１日

都市計画課
中谷原公園 0.072 ５月２日
宮の池公園 0.070 ５月２日

商工観光課
一の関ため池親水公園 0.058 ５月11日
静峰ふるさと公園 0.065 ５月11日

○小中学校、幼稚園

○保育所、保育園など

○公共施設

問那珂市役所� �☎ 298 － 1111　
学校教育課� � 内線 8274��
健康推進課� � 内線 531
生涯学習課� � 内線 8282
市民協働課� � 内線 263
都市計画課� � 内線 355
商工観光課� � 内線 243
こども課� � 内線 252
水道課� � 内線 8365　
那珂聖苑� ☎ 352 － 0073
学校給食センター� ☎ 298 － 1102

那珂市内の放射線量の測定状況をお知らせします
　市内の小中学校、幼稚園、都市公園、保育所（園）、体育施設などで放射線量を測定しています。また、市ホー
ムページにも掲載しています。

担当課および測定場所 測定値 測定日

こども課

菅谷保育所 0.073 ５月８日
瓜連保育園 0.073 ５月２日
ゆたか保育園 0.076 ５月２日
かしま台保育園 0.072 ５月１日
ごだい保育園 0.086 ５月１日
大成学園額田保育園 0.046 ５月１日
地域子育て支援センター 0.067 ５月１日

○測定値の単位は、すべて、マイクロシーベルト／時間です。
○小中学校、幼稚園、保育所（園）は地表面から50㎝の高さでの測定値で、��公共施設は地表面から１ｍの高さでの測定値です。
○測定結果は、すべて国の除染などの基準を下回っています。

　学校給食センター（那珂・瓜連）で調理されている給食食材は、毎日放射
性物質の測定を行い、基準値を超えていない食材のみを使用しています。

◆学校給食食材の放射性物質測定検査について

　４月 15日から５月 14日までの期間、市内各浄水場（後台、木崎、瓜連）および芳野配水場の水道水の
放射性物質（放射性ヨウ素および放射性セシウム）の測定結果は、いずれも不検出となっています。
　詳細は、市ホームページでご覧ください。

●水道水の環境放射能水準調査結果
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まちの話題

端
午
の
節
句
展
を
開
催

　

４
月
22
日
か
ら
５
月
７
日
ま

で
、
歴
史
民
俗
資
料
館
、
中
央
公

民
館
、
曲
が
り
屋
で
「
端
午
の
節

句
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ

と
健
康
へ
の
願
い
を
込
め
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ひ
ろ
が
る
和
「
那
珂
つ
る

し
び
な
の
会
」
と
、
キ
ル
テ
ィ
ー

工
房
の
皆
さ
ん
が
制
作
し
た
大
変

珍
し
い
つ
る
し
び
な
や
、
市
内
学

童
保
育
所
児
童
が
将
来
の
夢
や
幸

せ
を
願
い
作
成
し
た
ミ
ニ
こ
い
の

ぼ
り
で
彩
ら
れ
、
連
休
中
を
中
心

に
多
く
の
か
た
が
訪
れ
ま
し
た
。

川
内
村
ふ
る
さ
と
大
使
に
委
嘱

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
２
年
間
、

派
遣
職
員
と
し
て
福
島
県
双
葉
郡

川
内
村
役
場
に
勤
務
し
た
中
山
友

子
さ
ん
が
、
４
月
30
日
、
川
内
村

観
光
協
会
か
ら
「
川
内
村
ふ
る
さ

と
大
使
」
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
山
さ
ん
は
、
市
広
報
紙
や
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
て
川
内
村
の
魅
力

や
東
日
本
大
震
災
被
災
地
と
し
て

の
現
状
を
発
信
し
続
け
た
だ
け
で

な
く
、「
お
母
ち
ゃ
ん
た
ち
の
手

作
り
小
物
作
品
展
in
川
内
村
」
実

行
委
員
会
委
員
長
と
し
て
被
災
地

復
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
の
文
化
に
触
れ
る

　

５
月
13
日
、
中
央
公
民
館
に
お

い
て
「
多
文
化
共
生
セ
ミ
ナ
ー
中

国
編
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
中
国
四
川
省
出
身
の
髙

岡
麗
さ
ん
を
迎
え
、
中
国
語
で
の

あ
い
さ
つ
や
数
の
数
え
方
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、「
こ

と
ば
」
を
と
お
し
て
中
国
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、中
国
語
の「
き
ら
き
ら
星
」

を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
中
国
語

の
歌
を
参
加
者
と
一
緒
に
歌
っ
て

楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
29
日
、
市
立
図
書
館
駐
輪

場
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
菅

谷
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
主
催

の
「
菅
・
ま
ち
・
テ
ラ
ス
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
約
５
０
０
人

の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
、
ナ
カ
マ
ロ

ち
ゃ
ん
と
の
記
念
撮
影
や
万
華
鏡

づ
く
り
、わ
た
飴
や
か
き
氷
な
ど
、

来
場
し
た
か
た
に
好
評
で
し
た
。

　

地
域
の
交
流
の
場
所
と
し
て
次

回
は
８
月
19
日
に
開
催
す
る
そ
う

で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

地
域
の
交
流
の
場
と
し
て
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まちの話題まちの話題

市
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
認
証
品
を
贈
呈

　

5
月
10
日
か
ら
12
日
ま
で
、
静

ヒ
ル
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

「
静
ヒ
ル
ズ
レ
デ
ィ
ー
ス
森
ビ
ル

カ
ッ
プ
２
０
１
７
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

プ
レ
ー
オ
フ
の
激
戦
を
制
し
て

優
勝
し
た
平
塚
新あ

む夢
選
手
に
は
、

宮
本
副
市
長
よ
り
、
副
賞
と
し
て

市
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
認
証
品
の
詰

め
合
わ
せ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
市
観
光
協
会
の

ブ
ー
ス
も
出
店
し
、
多
く
の
か
た

に
那
珂
市
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
ま
し

た
。

� 　

5
月
13
日
、
中
央
公
民
館
で
、

戸
多
地
区
か
わ
ま
ち
づ
く
り
報
告

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
３
月
、
河
川
敷
ス
ペ
ー

ス
の
利
活
用
を
図
る
目
的
で
、
国

土
交
通
省
と
市
が
連
携
し
て
行
う

「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
支
援
制
度
」

に
登
録
さ
れ
、
事
業
が
ス
タ
ー
ト

す
る
に
当
た
り
、
制
度
の
紹
介
、

戸
多
地
区
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画

の
概
要
説
明
の
ほ
か
、「
か
わ
ま

ち
づ
く
り
に
向
か
っ
て
」と
題
し
、

横
須
賀
徹
氏（
元
常
磐
大
学
教
授
）

に
よ
る
講
演
会
が
実
施
さ
れ
、
約

４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

か
わ
ま
ち
づ
く
り
報
告
会
を
開
催

プ
リ
ン
ト

人
権
に
つ
い
て
学
ぶ　

５
月
か
ら
６
月
の
約
２
か
月
間

に
わ
た
り
、
市
内
各
小
中
学
校
で

市
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
教

室
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

人
権
教
室
は
、
い
じ
め
な
ど
の

人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
児
童
・

生
徒
た
ち
に
思
い
や
り
や
い
た
わ

り
の
心
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
中

学
校
で
も
実
施
し
、
小
中
合
計

９
０
６
人
の
児
童
・
生
徒
た
ち
に

は
「
人
権
」
に
つ
い
て
理
解
が
よ

り
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

５
月
29
日
、
Ｊ
Ａ
常
陸
那
珂
地

区
南
瓜
生
産
部
会
と
Ｊ
Ａ
常
陸
那

珂
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん

が
、
那
珂
か
ぼ
ち
ゃ
の
初
出
荷
を

前
に
、
Ｐ
Ｒ
の
た
め
海
野
市
長
を

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

那
珂
か
ぼ
ち
ゃ
は
、
ホ
ク
ホ
ク

と
し
た
食
感
と
濃
厚
な
甘
さ
が
特

長
で
、
有
機
栽
培
で
完
熟
さ
せ
て

か
ら
収
穫
す
る
た
め
、
味
は
も
ち

ろ
ん
、
色
、
つ
や
、
糖
度
の
高
さ

ど
れ
を
と
っ
て
も
一
級
品
の
か
ぼ

ち
ゃ
で
す
。
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ

い
。

那
珂
か
ぼ
ち
ゃ
初
出
荷
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★事件・事故の発生状況★
（平成 29年４月末現在）

○那珂市の交通事故
　人身交通事故� 100 件
　負傷者� 127 人
　死者� 3 人
※�暗くなる前から反射材を身に付け
ましょう！
○那珂市の犯罪
　刑法犯認知件数� 164 件
　　うち　空き巣・忍び込み� 7 件
　　　　　自動車盗� 36 件
　　　　　車上ねらい� 11 件
※�防犯は　鍵かけ　声かけ　心がけ
問い合わせ／那珂警察署
☎ 352 － 0110

★火災・救急の状況★��

○火災件数
� 3 件� （本年累計 12件）
○救急出場件数
� 159 件� （本年累計 710 件）
※�こまめに水分を補給して、熱中
症に気を付けましょう
問い合わせ／消防本部�
☎ 295 － 2111

Information

国保ミニ情報
○那珂市国保の加入者数� 14,161 人
　（平成 29年４月末現在・
� 前月比 169 人増）
○那珂市国保が医療費の一部として
　支払った金額� ３億 2,054 万円
　（平成 29年４月・
� 前月比 186 万円減）
※�皆さんの日ごろの健康づくり、病気
予防の心がけが医療費の増加、ひい
ては国保税の増額を抑えることにつ
ながります。ご協力をお願いします

★�今月の納税★

○市県民税（普通徴収）� １期
○介護保険料（普通徴収）� ２期

納期限：６月 30日
■市税の納付は口座振替で
　市税の納付には、便利で確実な
口座振替制度がありますので、ど
うぞご利用ください。
　詳細については、下記までお問
い合わせください。
問い合わせ／収納課収納グループ
☎ 298 － 1111　内線 173・174

ノーマイカーデーを実施

　市では、地球温暖化対策の取り
組みとして、５月から 8月までの
４か月間、毎月第２週にノーマイ
カーデーを設定しています。期間
中の５月９日、海野市長も徒歩で
市役所に通勤しました。

切手・テレカボランティアポピー
� 13,087 円
野木利三郎� 100,000 円
匿名� 3,390 円
匿名� 712 円
匿名� 1,400 円
常陽ボランティア倶楽部
� タオル 300 枚

４月 15日～５月 14 日（敬称略）

※善意銀行の寄付は、那珂市社会福祉
　協議会でお受けしています

☎ 229 － 0309

ご協力ありがとうございます
善�意�銀�行�へ

▲常陽ボランティア倶楽部

「那珂ふるさと大使」に委嘱

中井川��禎彦さん
　　（東京都在住）
NPO法人 EABuS副
理事長、日本オラク
ル（株）顧問

　６月１日付けで中井川禎彦さんを
那珂ふるさと大使に委嘱しました。
　中井川さんは旧瓜連町下大賀出身
で、長年経験してきたＩＴ分野の経
験を生かし、電子政府に関する調査
研究、普及啓発活動を行っています。
　週末には下大賀に帰り、畑仕事を
するなど「いぃ那珂暮らし」を楽し
まれています。那珂市のＩＴ分野に
おいて、市政発展にご尽力いただけ
るものと期待しています。

※アプリの利用は無料ですが、情報の受信には通信料がかかります

※�アプリ内の広告は那珂市とは関係ありません。アプリ運営のため

に表示されているものですのでご了承ください

▢�端末に通知がくるから最新号を見逃さない
▢�広報紙をオフラインでも確認できる
▢�必要な部分を切り抜いて保存ができて、記事を共有できる
▢�興味のある分野を登録すると、自分に合わせた情報が届く

いつでもどこでもスマホで広報誌！

問い合わせ／秘書広聴課広報グループ
　　　　　　☎ 298－1111　内線 425ダウンロードはこちらから

茨城県那珂市をご登録ください！

（平成 29年４月） 那珂市の人口（５月１日現在）
�※（　�）内は前月比

　男� 27,160 人� （－���31）
　女� 28,139 人� （＋���18）
　計� 55,299 人� （－���13）
世帯数� 22,408 世帯� （＋���33）

○出生� 27 人
○死亡� 40 人

（４月１日～ 30日）

人の動き
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那
珂
市
民
憲
章

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

InformationInformation
●市の暮らし情報

●市役所の電話番号
　☎ 298 － 1111（代表）

●ホームページURL（携帯可）
　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス
　hisho-k@city.naka.lg.jp

●おしらせ版
　�市では「広報なか」のほかに「おし
らせ版」(月２回 )を発行しています。
このコーナーではその一部を掲載して
いますが「おしらせ版」も併せてご覧
ください。

�２日�塙内科消化器科　　　　��（後台）
　　　　　　　　 　� ☎ 295 － 2110
�９日�ののがき脳神経外科クリニック

（中台）
☎ 352 － 0555

16 日�あいざわ循環器内科クリニック�
（竹ノ内）

　　　　　　　　　�　☎ 229 ー 1230
17 日�那珂クリニック�������������������（中台）

☎ 295 ー 9800
23日�諸岡医院　　　　　　　��（瓜連）

☎ 296 ー 1123
30 日�小豆畑病院����������������������������（菅谷）

☎ 295 ー 2611
■診療時間／午前９時～11時 30分
※�受診の際、必ず当該医療機関へ電話で
お問い合わせください
※�診療時間外は「茨城県救急医療情報コ
ントロールセンター（☎ 241－ 4199）、
または「那珂市消防本部」（☎ 295－
2111）へお問い合わせください
※ �119 番は消防本部でなく「いばらき消防
指令センター」につながります。119番は
「緊急事態」のための電話です。安易な利
用は避け、適正利用にご協力ください

  ７月の休日当番医

法律相談

日時／７月�11 日（火）
　　　�午後 1時～ 5時
　　　７月�18 日（火）
　　　�午後 1時～ 4時
場所／市役所（本庁）１階相談室
対象者／市内に住所を有するかた
相談員／弁護士
申込方法／電話または窓口で事前に予
　　　　　約してください。
費用／無料（相談時間１回 20分）
その他／同じ事案について再度の相談
　　　　はご遠慮ください。
申込み・問い合わせ／
秘書広聴課市民相談グループ
☎ 298 － 1111　内線 117

井戸水を飲用する皆さんへ

　井戸水や湧
わき

水は、私たちの生活に欠
かせないものであり、飲用井戸の衛生
確保は、設置者自らに実施していただ
いています。
○�井戸やその周辺は、みだりに人や動
物が入らないようにし、周囲の清潔
保持に努めましょう。
○�いつも水の色、濁りや味、においな
どに注意しましょう。
○�定期的（年１回以上）に水質検査を
受けましょう。
※�水質検査は、環境課で預かり、検査
機関に対して依頼しています。また、
厚生労働大臣および茨城県知事の登
録を受けた検査機関でも受けること
ができます（いずれも有料）
問い合わせ／
環境課環境グループ
☎ 298 － 1111　内線 447 ～ 449

有害ごみの出し方について

　有害ごみの電池・電球・体温計（水
銀入り）については、それぞれ回収業
者が異なるため、別々に袋詰めして排
出してください。
�問い合わせ／
環境課環境グループ
☎ 298 － 1111　内線 447 ～ 449

日本郵便（株）那珂市内郵便局と
「包括連携協定」を締結

　5 月31 日、日本郵便（株）那珂市
内郵便局との間で「包括連携協定」
を締結しました。本協定は、住民が
安心して暮らせる地域社会づくりに
資するため、市内郵便局職員が業務
中に住民の何らかの異変に気付いた
場合に、市に情報を提供することや、
災害時の緊急車両の提供など、相互
に協力をするというものです。

日本大学文理学部と「相互連携・
協力に関する包括協定」を締結

　5月 22 日、日本大学文理学部と
の間で「相互連携・協力に関する包
括協定」を締結しました。本協定は、
地域の課題に対して、学術研究の成
果を活かした効果的な施策展開を図
るとともに、次代を担う人材の育成
を行うことで、魅力ある地域社会を
構築し、両者の発展および地域社会
への貢献に資することを目的として
います。
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ごぼうときのこの
ポタージュ

ヘルスメイトさんが作る健康料理��141

■�コメント
　ごぼうの香りがひきたつとても美
味しいスープです。ぜひご家庭でも
作ってみてください。

今月のヘルスメイトさん

那珂市食生活改善推進員
協議会
成人食部会の皆さん

Cook

①��ごぼうはタワシで洗い５cm位をささがきにし、油でカリッと素揚げ
する。残りは１cm位の輪切りにし、水にさらしアクを抜く。しいたけ・
しめじはざく切りにし、たまねぎはうす切りにする。
②�なべにバターを入れ①のたまねぎを炒める。透き通ってきたら残りの
ごぼう、しいたけ、しめじを入れて炒める。油が回ったら薄力粉を入
れ、粉っぽさがなくなったら水を加えて溶きのばし、スープの素を加
えて野菜が柔らかくなるまで中火で煮る。
③�②の粗熱をとり、フードプロッセッサーに 30秒ほどかけ、滑らかに
する。なべに戻し、牛乳を加えて沸騰直前まで温め、塩・こしょうで
味を調える。器に注ぎ、ごぼうの素揚げを飾る。

■作り方

■材料（４人分）
ごぼう･････････････････ 200g
しいたけ････････････････ 25g
しめじ･･････････････････ 40g
たまねぎ････････････････ 25g
油（揚げ物用）････････････適量
バター�･･････････････････ 20g

薄力粉･･････････････････20g
水･･･････････････････ 400ml
スープの素･･････････小さじ 2
牛乳（豆乳でも可）･････ 400ml
塩・こしょう･･･････････ 少々

■１人分（164kcal ／塩分 1.5g）

市
長
コ

ラ
ム

　

さ
て
、
今
月
５
日
東
京
都
内
に
お
い

て
、
東
京
以
南
の
21
自
治
体
と
広
域
災

害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
の
調
印
式
を
行

い
ま
し
た
。
加
盟
自
治
体
は
、
北
は
山

梨
県
甲
府
市
か
ら
南
は
鹿
児
島
県
阿
久

根
市
ま
で
の
広
範
囲
に
わ
た
り
、
適
度

な
距
離
を
保
つ
事
で
同
時
に
災
害
を
受

け
る
こ
と
の
リ
ス
ク
が
回
避
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
防
災
担
当
者
が
年
に

２
回
の
情
報
交
換
や
災
害
時
の
ノ
ウ
ハ

ウ
の
相
互
共
有
を
図
り
、
ま
た
、
事
務

局
を
輪
番
制
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
常

に
見
え
る
相
互
支
援
関
係
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
災
害
時
の
支
援
体
制
を
手
厚

く
担
保
す
る
た
め
に
締
結
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
は
、
物
資
の
調
達
や
支
援

人
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
な

ど
が
初
期
の
任
務
と
な
り
ま
す
が
、
引

き
続
き
「
り
災
証
明
」
と
い
う
家
屋
の

損
壊
程
度
を
判
定
す
る
作
業
に
入
り
ま

す
。

　

こ
の
作
業
は
税
務
課
の
固
定
資
産
経

験
者
が
主
と
し
て
従
事
し
ま
す
。
こ
の

経
験
者
の
確
保
が
す
み
や
か
な
災
害
復

旧
の
鍵
と
な
り
ま
す
。
危
機
管
理
の
専

門
家
は
20
以
上
の
自
治
体
と
の
協
定
が

あ
れ
ば
確
保
可
能
と
で
あ
る
と
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
に

従
い
締
結
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

那
珂
市
長
　
　

海
野
　

徹

　

先
月
27
日
に
、
久
慈
川
水
系
連
合
水

防
訓
練
を
那
珂
市
玉
川
地
内
栄
橋
上
流

の
河
川
敷
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
自
治
体
は
、
日
立
市
、
常
陸
太

田
市
、
常
陸
大
宮
市
、
東
海
村
と
那
珂

市
の
久
慈
川
に
接
す
る
４
市
１
村
と
な

り
ま
す
。各
自
治
体
の
輪
番
制
に
よ
り
、

今
年
は
那
珂
市
が
当
番
と
な
り
、
私
が

連
合
水
防
訓
練
本
部
長
を
務
め
、
住
谷

啓
二
消
防
団
長
が
連
合
水
防
訓
練
団
長

を
務
め
ま
し
た
。

　

当
日
は
、あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、

水
害
対
応
の
実
践
に
即
し
た
も
の
に

な
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
様
子
は

当
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、ま
ず
「
土
の
う
こ
し
ら
え
」

か
ら
始
ま
り
、「
竹
と
げ
」「
木
流
し
」

「
折
返
し
」「
五
徳
縫
い
」「
筵
張
り
」「
月

の
輪
」「
積
土
の
う
」
の
８
つ
の
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
61
年
８
月
の
久
慈
川
大
洪
水
で

は
、
門
部
下
河
原
地
内
が
床
上
浸
水
の

被
害
を
経
験
し
て
い
る
だ
け
に
各
水
防

団
員
は
真
剣
に
訓
練
し
て
い
ま
し
た
。

災
害
へ
の
備
え
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た
四季

の

う

【短　歌】ときわ短歌会 片岡明選

ロ
ボ
ッ
ト
と
別
れ
を
惜
し
み
卒
業
す�

桜
井
　

筑
蛙

カ
ー
ブ
し
て
若
葉
に
染
ま
る
山
の
道�

筒
井
　

か
よ
子

山
々
の
い
の
ち
あ
ふ
る
る
木
の
芽
ど
き�

浅
野
　

と
し
子

用
水
の
た
ふ
た
ふ
た
ふ
と
里
の
春�

松
井
　

節
子

機
嫌
よ
き
朝
の
光
よ
初
音
聞
く�

髙
畠
　

久
美
子

夏
近
し
地
球
ゆ
っ
く
り
回
り
出
す�

小
澤
　

佐
代

春
休
み
児
ら
の
声
湧
く
電
車
中�

海
野
　

美
恵
子

幼
子
に
身
丈
ほ
ど
よ
き
甘
茶
仏�

雨
宮
　

文
枝

ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
丘
登
り
下
り
若
葉
風�

高
野
　

祝
子

花
の
雨
歴
史
を
刻
む
櫓
門�

宇
佐
美
　

和
子

今
ま
さ
に
芽
吹
か
ん
木
々
の
深
呼
吸�

大

森　

満

朝
練
の
学
舎
花
の
影
踏
み
て�

飯
島
　

京
子

夜
桜
や
や
さ
し
く
ソ
ー
ラ
ー
ラ
イ
ト
の
灯�

藤
岡
　

み
ち
子

【俳　句】那珂あせび句会　

う
つ
む
き
て
咲
く
春
蘭
の
含
み
た
る
雨
に
緑
の
薄
き
は
や
さ
し�

小

宅　

進

全
員
が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
成
し
遂
げ
し
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
嬉
し
き
一
日�

海
野
　

宏
幸

店
員
を
見
つ
け
て
ふ
い
に
元
気
づ
き
ゲ
ー
ジ
の
子
犬
の
動
き
は
激
し�

川
上
　

恵
美
子

酸
い
く
さ
き
白
菜
漬
け
の
旨
さ
言
ひ
や
が
て
逝
き
た
り
米
寿
の
祖
母
は�

加

藤　

要

母
は
今
同
じ
時
代
を
過
ご
し
た
る
亡
き
友
だ
ち
と
語
り
あ
い
た
り�

大
森
　

勝
代

新
緑
の
下
を
杖
つ
き
丸
き
背
の
媼お
う
な

は
ゆ
っ
く
り
拝
殿
に
向
か
え
り�

大

森　

満

シ
ャ
ガ
を
背
に
立
て
る
モ
デ
ル
に
注
文
を
つ
け
カ
メ
ラ
マ
ン
が
写
真
撮
り
た
り�

川
上
　

恵
美
子

巻
き
上
が
る
煙
と
野
火
の
羽は

ば

た撃
き
に
見
る
み
る
辺
り
は
焼
野
と
な
り
ぬ�

小

宅　

進

去
年
よ
り
少
し
遅
れ
の
ウ
グ
イ
ス
の
初
音
聞
き
つ
つ
筍
を
掘
る�

大
森
　

勝
代

カ
ー
テ
ン
を
上
げ
て
眺
む
る
庭
先
の
棚
い
っ
ぱ
い
に
ク
レ
マ
チ
ス
咲
く�

海
野
　

宏
幸

新
緑
の
大
寺
の
庭
に
石
仏
の
赤
き
帽
子
が
鮮
や
か
に
見
ゆ�

大

森　

満

数
日
の
後
よ
り
徐
徐
に
朱
の
失
せ
て
石し

ゃ

く

な

げ

南
花
は
白
く
な
り
て
散
り
た
り�

加

藤　

要
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【短　歌】那珂短歌会　片岡明選
蹴
れ
ば
す
ぐ
倒
れ
る
ご
と
き
老
梅
の
枝
に
円
ら
な
蕾
の
見
ゆ
る	

小
　
坂
　
け
い
子

ペ
ー
ジ
操
る
五
色
セ
ッ
ト
の
指
サ
ッ
ク
い
つ
の
ま
に
や
ら
赤
の
み
と
な
る	

塙
　
　
　
紀
　
子

幾
度
も
蜆
舟
向
き
を
変
え
て
ゆ
く
白
き
波
立
て
夕
映
え
の
な
か	

小
　
宅
　
　
　
進

く
っ
き
り
と
し
た
朝
空
に
身
を
伸
ば
し
行
き
交
う
人
を
見
守
る
街
路
樹	

大
　
森
　
　
　
満

今
月
も
締
切
に
追
わ
れ
詠
む
歌
に
不
満
の
あ
れ
ど
折
合
い
つ
け
る	

大
　
森
　
勝
　
代

ト
カ
ゲ
売
る
ブ
ー
ス
の
端
に
コ
ホ
ロ
ギ
の
幾
百
匹
が
蠢
く
　
冬
を	

加
　
藤
　
　
　
要

一
粒
を
十
年
と
し
て
節
分
の
豆
を
食
み
を
り
八
つ
と
一
つ	

草
　
野
　
　
　
豊

映
像
に
素
朴
さ
に
じ
む
稀
勢
の
里
稽
古
続
け
て
鋼
を
保
て
よ	

川
　
上
　
恵
美
子

霏ひ

ひ霏
と
降
る
雪
を
見
て
お
り
滑
走
路
の
閉
鎖
を
告
ぐ
る
ロ
ビ
ー
の
窓
に	

池
　
田
　
美
代
子

文
芸
の
朗
読
を
ラ
ジ
オ
に
聞
き
お
れ
ば
人
身
事
故
の
速
報
入
る	

塙
　
　
　
紀
　
子

雪
の
な
か
女
子
駅
伝
の
選
手
等
は
燃
え
る
闘
志
に
背
を
押
さ
れ
ゆ
く	

小
　
坂
　
け
い
子

春
雨
の
音
の
侘
し
き
南
禅
寺
の
庭
の
烟
り
て
松
の
隠
さ
る	

小
　
宅
　
　
　
進

戸籍のまどでは、新生児と亡くなられた
かたの氏名などを掲載していますが、不
正使用や目的外使用防止の観点から、
ホームページ上での掲載はいたしません
のでご了承ください。

【俳　句】那珂あせび句会　
一
徹
を
通
せ
し
力
士
梅
咲
け
り	

桜
　
井
　
筑
　
蛙

床
の
間
の
室
咲
き
桜
華
や
げ
り	

藤
　
岡
　
み
ち
子

奉
納
の
大
羽
子
板
や
巫
女
の
舞	

筒
　
井
　
か
よ
子

豆
の
殻
茄
子
殻
も
焼
べ
飾
り
焚
く	

浅
　
野
　
と
し
子

節
分
会
可
愛
い
園
児
の
鬼
数
多	

松
　
井
　
節
　
子

肌
に
戯
む
る
風
花
の
露
天
風
呂	

高
　
畠
　
久
美
子

厳
か
に
神
が
着
替
へ
て
お
正
月	

小
　
澤
　
佐
　
代

新
年
会
身
内
増
え
つ
つ
三
十
年	

海
　
野
　
美
恵
子

行
く
雲
に
合
わ
せ
た
な
び
く
野
焼
き
か
な	

江
　
幡
　
澄
　
夫

風
邪
に
臥
し
を
り
差
入
れ
の
娘
の
料
理	

雨
　
宮
　
文
　
枝

し
っ
か
り
と
生
き
て
る
証
青
木
の
実	

高
　
野
　
祝
　
子

や
は
ら
か
き
光
の
中
に
春
立
て
り	

宇
佐
美
　
和
　
子

今
ま
さ
に
芽
吹
か
ん
木
々
の
深
呼
吸	

大
　
森
　
　
　
滿

立
春
の
雨
に
大
地
の
静
も
れ
り	

飯
　
島
　
京
　
子
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は
じ
め
て
の
た
ん
じ
よ
う
び
ご
家
族
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ご
家
族
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

揚げない酢鶏

※

レ
シ
ピ
は
28
ペ
ー
ジ
に
掲
載

表
紙
の
裏

側

さ
や
さ
　や
　　

ささささささささささささささささささささささささささささささささささ
やややや
わわ
やややや
わわ
や
わ
や
わ
やや
わ

　か は
じ
め
て
の
た
ん
じ
よ
う
び
ご
家
族
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ご
家
族
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

やややややややややややややややややややややややややややややややややや
わ
やややや
わわ
や
わ
や
わ
やや
かかかかか
やかかやややややややややややややかかやかやかややかやかややかややかやややかかかかかかかかやかかやかかやかかかかや
ささささ
んん
さ
ん

141

笑
顔
を
忘
れ
ず
に
理
想
の
看
護
師
へ

小
野
　

更
紗
さ
ん
（
23
歳
）

　

私
は
、
東
海
村
の
病
院
で
看
護
師
と
し
て

働
い
て
お
り
、
今
年
の
４
月
で
３
年
目
と
な

り
ま
し
た
。
未
熟
な
面
も
多
く
、
先
輩
が
た

か
ら
指
導
を
い
た
だ
く
場
面
も
あ
り
ま
す

が
、
日
々
の
業
務
に
も
慣
れ
、
仕
事
の
大
変

さ
ば
か
り
で
な
く
、
楽
し
さ
も
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

思
い
返
せ
ば
、
物
心
つ
い
た
こ
ろ
か
ら
祖

母
の
白
衣
姿
に
あ
こ
が
れ
て
看
護
師
に
な
り

た
い
と
思
い
、
今
そ
の
夢
を
叶
え
ら
れ
て
い

る
と
思
う
と
喜
び
を
感
じ
ま
す
。そ
の
反
面
、

理
想
の
看
護
師
に
自
分
は
な
れ
て
い
る
の
か

と
不
安
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

菅
谷
　

[12 か月健診時に掲載希望者による抽選を行っています。]

　

日
々
、
患
者
さ
ん
と
向
き
合
っ
て
い
く
中

で
、
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

あ
る
患
者
さ
ん
か
ら
「
あ
な
た
の
笑
顔
が
見

ら
れ
る
と
い
い
１
日
に
な
る
よ
」
と
言
葉
を

い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。
毎
日
、
１
分
１
秒
と

時
間
に
追
わ
れ
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
る
と
、

と
き
ど
き
笑
顔
を
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
と
き
は
こ

の
言
葉
を
思
い
出
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

自
信
を
持
っ
て
「
私
は
看
護
師
で
す
」
と

言
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
患
者
さ
ん
に

寄
り
添
い
、
笑
顔
と
思
い
や
り
を
大
事
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

印刷／株式会社あけぼの印刷社

生まれ

生まれ原莉
り り な

々奈ちゃん ４/11

父・賢史さん　母・由香さん（菅谷）

いっぱい遊んで
元気に育ってね！

生まれ

生まれ

井田倖
こうたろう

太郎くん
４/22

父・貴儀さん　母・裕子さん（菅谷）

元気に大きく成長してね。

生まれ

生まれ

時田優
ま ひ ろ

光くん
４/10

母・真樹さん（南酒出）

これからも健康で
明るく育ってね




